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I． 評価の基本的な考え方 

1. 評価の趣旨・目的 
 里親支援センターは、児童福祉法（昭和 22 年法律第 164 号）第 11 条第４項に規定す

る里親支援事業を行うほか、里親及び小規模住居型児童養育事業に従事する者、その養

育される児童並びに里親になろうとする者について相談その他の援助を行うことを目的

とする施設として、新たに児童福祉施設として位置付けられたことに鑑みれば、里親支

援センターの質の向上が図られていくことが必要である。このため、設備運営基準にお

いて、里親支援センターについては、「自らその行う業務の質の評価を行うとともに、

定期的に外部の者による評価を受けて、それらの結果を公表し、常にその改善を図らな

ければならない。」旨を規定している。 
 これらにより、里親支援センターの自己評価及び第三者評価は、こどもの最善の利益

の実現のために、里親等のもとで育つこどもの権利擁護を図り、こどもの健やかな育ち

を保障する養育と里親支援センターの支援の質の向上を図ることを趣旨・目的として実

施するものである。 
 

2. 評価の対象機関 
里親支援センターを対象とする。ただし、フォスタリング事業を行う民間機関や児童

相談所においても、本ガイドラインを参考に評価を行うことが期待される。  

 

3. 評価基準の構成 
  （１）全体構成  

     全体構成は、Ⅴ部構成、43 の評価項目で構成している。  

     「里親支援センター及びその業務に関するガイドライン」と合わせて活用できる

よう、当該ガイドラインの構成並びに内容に沿って策定している。  

  内   容   

第Ⅰ部 里親支援センターの運営・体制 5 項目 

第Ⅱ部 里親支援センターにおける児童相談所との連携 5 項目 

第Ⅲ部 里親支援センターの業務の効果的な実施 11 項目 

第Ⅳ部 チーム養育の充実 12 項目 

第Ⅴ部 里親養育のもとで育つこどもの経験 10 項目 

   

 

（２）各評価基準の構成  

    各評価項目は、「評価の着眼点・ポイント」で構成されており、評価基準の考え方

と評価の方法は「目的・趣旨」と「評価の留意点」で構成している。  
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     また、評価調査者は、「評価の着眼点・ポイント」を参考にしながら、その評価項

目の評価を行うこと。  
評価の着眼点・ポイント 第三者評価時の着眼点・ポイント 

目的・趣旨 評価基準における主な確認事項 

評価の留意点 評価を行う際の留意点 

 

4. 判定基準 
評価の判定については、４段階（Ｓ、Ａ、Ｂ、Ｃ）とする。  

なお、評価の判定に当たって十分に考慮すべき事項は、評価基準（詳細）に付記して

あるので、参考にすること。  

また、評価の判定に当たっては、評価基準のみならず必要に応じてこどもや里親等へ

のアンケートやインタビューも参考にしながら確認し評価すること。  

Ｓ  特に優れた取組みが実施されている  
（特に優れている/他と比べて際立った状態）  

Ａ  適切に実施されている   
 （良い/十分な状態）  

Ｂ  やや適切さにかける  
 （良いものにするには改善が必要な状態）  

Ｃ  適切ではない、または実施されていない  
 （改善が期待される/不十分な状態）  

 

5. 評価調査者の体制 
第三者評価を実施する場合、評価の基本的な考え方と里親支援センターの業務の特質

を十分に理解する評価調査者が評価を行うため、１件の第三者評価に２名以上の評価調

査者が一貫して担当するものとする。 
いずれの評価調査者も、里親支援センター等人材育成事業による第三者評価機関職員

研修を受講し、修了していること。 
 

6. 評価結果の公表 
里親支援センターは、第三者評価を受けたときは、速やかに、インターネットを利用

する方法その他の適切な方法により、その結果について、公表しなければならないこと。   

公表を行う情報には、少なくとも里親支援センター名、第三者評価実施機関名、評価

実施期間、総評及び評価項目ごとの評価ランクが含まれなければならないこと。  

 

7. 評価結果の活用等 
（１） 評価結果の活用  

評価に基づく改善に向けた対応検討は、里親養育のもとで育つこどもの権利擁護  
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を図り、養育と支援の質の向上を目指すために、里親支援センターをはじめとして、

児童相談所や自治体、関係機関等が協働して行うことが必要である。  

 

受審機関と児童相談所は、第三者評価報告書をもとに、関係者で改善に向けた対

応検討の場を持ち、具体的な取組み内容及び実施計画を協議すること。  

 

（２）こども向けレポート  

  評価結果の取りまとめ後、こどもに対して、評価調査者の気づきや受審機関の今

後の取組について、伝えるためのこども向けレポートを作成すること。 
なお、こども向けレポートは、できるだけ平易な言葉を用いて要点を伝えるよう

に工夫すること。 
 

II． 評価実施の流れ 

1. 全体の進め方 
第三者評価の実施の相談から、結果の公表までの基本的な流れは以下のとおりである。 

 

◆受審機関 ◆評価機関 

【STEP１】評価実施に関する相談 

事業概要の共有 
業務のヒアリング 

評価方法の検討・提案 

【STEP２】実施決定 

訪問調査の場所確保 日程調整 

【STEP３】情報提供・調査準備 

資料の事前提出 

自己評価の実施・提出 

資料提出依頼 

こども・里親等用アンケート実施 

こども・里親等インタビューの調整 

自己評価実施依頼 

【STEP４】訪問調査 

訪問調査協力 

聴き取り調査 

資料確認 

簡易フィードバック 

【STEP５】評価結果の活用 

関係機関への評価結果の共有 

改善に向けた検討 

評価報告書の作成 

結果の共有 

こども向けレポート 

【STEP６】評価結果の公表 
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2. 各段階のプロセス詳細 
検討開始から評価結果の公表までのスケジュール（例）は以下のとおりである。  

 
 

【STEP1】評価実施に関する相談 

・ 受審機関から評価機関に対し評価実施に関する相談があった場合には、評価機関は受

審機関に対し、実施内容とプロセスの概略について説明を行うこと。  

・ 評価機関は適切な評価方法を検討し、受審機関に提案する。  
 

【STEP2】実施決定 

・ 評価方法について合意し、第三者評価の実施が決定した場合には、申込みから結果の公
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表に至るまでのスケジュールについて受審機関と協議すること。  

・ 訪問調査のスケジュールを決定する際には、訪問調査時に聴き取りを行う場所（必要に

応じて待機用の部屋の確保を含む）を確保すること。  

・ なお、こども向けインタビューについての調整を行う際には、長期休みを利用するほ

か、こどもが集まるイベント等により、その機会を活用することも検討するとともに、

社会的養護経験者（ケアリーバー）に対しては、措置解除時や自立後に感じていること

などを聴取する機会となることから、ケアリーバーの参加について積極的に検討する

こと。  

 

【STEP3】情報提供・調査準備 

 受審機関から評価機関への資料提出   
組織の運営・体制  
（評価基準第Ⅰ部）  

 事業の実施体制（組織図／職種別職員数／職員の職務内容） 
 職員の労働環境（直近１年程度の時間外勤務を含む勤務実

績・年次休暇取得率等、勤務状況の概略がわかるもの） 
 個人情報の取り扱いルール 

児童相談所との連携

（評価基準第Ⅱ部）  
 自治体の概況（児童相談所設置数／社会的養護施設数／社会

的養護関係施設の入所児童数） 
 里親制度等に関すること（直近５年の新規登録者数・里親等

委託率・被措置児童等虐待の届出及び通告受理件数） 
 自治体からの委託業務（事業計画書・実績報告書・仕様書) 
 児童相談所等との会議状況（直近の開催数・名称・頻度） 
 各種様式（相談対応・アセスメント等） 

業務の効果的な実施

（評価基準第Ⅲ部）  
 普及啓発・リクルートに関する資料・記録 
 里親等研修・トレーニングに関する資料・記録 
 里親等委託推進に関する資料・記録 
 里親等養育支援に関する資料・記録 
 里親等委託児童への自立支援に関する資料・記録 

チーム養育の充実  
（評価基準第Ⅳ部）  

 チーム養育と支援ネットワークに関する資料・記録 
 里親養育に関するサポート・スーパービジョン及び支援コー

ディネートに関する資料・記録 
 里親同士の関係構築、実親との面会交流、養育不調及び被措

置児童等虐待防止に関する資料・記録 
こどもの相談  

（評価基準第Ⅴ部）  
 こどもへの説明・意見聴取に関する資料・記録 
 こどもの意見表明支援に関する資料・記録 
 こどもの生い立ちの振り返りと記録の管理に関する資料 
 非常時・災害時の安全確保等に関する資料・記録 
 こども同士の関係構築支援に関する資料・記録 
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 こどもや里親等に対するアンケート及びインタビュー調査への協力依頼 
・ 評価機関は参考資料を参照の上、「アンケート調査ご協力のお願い」、「アンケート調査

票（こども用及び里親用）」、「インタビュー調査ご協力のお願い」、「こども用封筒」、「返

信用封筒」一式を必要数用意し、こども用のアンケート調査票については、調査対象の

こどもの人数分を封入することや、未委託里親には封入しないことに留意の上、里親等

に郵送すること。また、調査票については、評価機関への郵送又はオンラインにより提

出してもらうこと。 
・ なお、児童相談所等によりその他の調査がこどもや里親等に実施されている場合には、

回答者の負担等を考慮した上で実施すること。 
 

 こどもや里親等に対するインタビューへの協力依頼 
・ インタビューに協力可能と回答いただいたこどもや里親等については、受審機関とも協

議の上、候補者の選定を行うこと。また、候補者を決定次第、評価機関は正式なインタ

ビュー依頼を実施すること。  

・ インタビューへの協力が得られない場合には、養育経験や里親登録の時期などを考慮し

て、候補となる対象者を検討すること。  

・ いずれの場合においても、できる限り対象者の選定に先入観等が入らないよう留意する

こと。  

   
 

 自己評価の実施と結果の提出                           
受審機関は必要に応じて関係機関等と協議を行った上で、全評価項目にＳ、Ａ、Ｂ、Ｃ

の４段階の判定を行い、自己評価入力シートに記入すること。 

また、評価項目によって受審機関と児童相談所双方の評価が必要な項目及び児童相談所   
と協働している業務については、児童相談所と協議の上、自己評価を記入すること。  
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【STEP4】訪問調査 

① 聴き取り調査 

受審機関に対して聴き取り調査を実施する際には、原則として、受審機関又は里親等

に個別で聴き取り調査を実施し、里親等への聴き取りも含めて、複数人での対応や受審

機関の同席は認めないこと。  

なお、こどもへの聴き取り調査については、こどもの年齢等に応じて複数人でのグル

ープによる実施も可能とする。  
聴き取り（対象）  目的  内容例  
受審機関  ①  

里 親 支 援

セ ン タ ー

の長  

組織の全体  
状況の把握  

・機関の受託業務、事業概要、運営体制  
・人材育成やマネジメント方針  
・リクルートから自立支援において大切にして

いることや取組んでいること  
・関係機関との役割分担、情報共有  
・権利擁護に関する考え方や取組   
・把握している課題  
・自己評価結果について 等  

②  
職員  

業 務 の 進 め

方 /体制の把

握  

・各里親支援事業に関する進め方や課題  
・職場環境、人材育成  
・情報管理、法令遵守 等  

個別ケース  
の支援事例  

・中長期の養育後に委託解除となったケース  
・養育不調ケース等の関係機関で連携して支援

したケース  
・一時保護または短期委託ケース 等  

こども  
※訪問調査の日程によ

り、こどもの意向を踏

まえ評価機関から打診  

こ ど も か ら

見た評価・こ

ど も の 経 験

の把握 等  

・支援機関とのかかわり、受けたサポート  
・説明や意見聴取を受けた経験  
・こどもの権利や自立支援計画の理解  
・日常生活において満足感や困り事 等  

里親等  
※訪問調査の日程によ

り、里親等の意向を踏

まえ評価機関から打診  

里 親 等 か ら

見た評価・養

育 状 況 の 把

握 等  

・問合せから里親登録までのプロセス  
・マッチングから委託までのプロセス  
・受審機関との関わりや評価  
・支援計画や支援体制に関する説明や改善に関

する要望  
・養育に関する心掛けや養育方針 等  

＜参考：こどもへのインタビューを実施するに当たっての留意点＞ 

・ インタビューに協力してくれるこどもに対しては、必ず丁寧な趣旨説明を行い、こども

からの質問を受け付けるとともに、話したくない内容については、話さなくて良いこと

や途中で中止できることを説明し、インタビューの内容の取扱い方法などについて事前

に伝えた上で、必要に応じて書面を用いて説明すること。  

・ こどもが受審機関の職員と児童相談所の職員の区別がついていない場合があることか

ら、受審機関の職員の認知度について確認するとともに、インタビューで用いる用語（自

立支援計画等）を認識しているか確認すること。  

7



 

・ 複数人でのグループで実施する場合には、こどもの年齢や性別、特性等から、話しやす

いグループ分けの方法を受審機関と事前に協議した上で実施すること。  

 

② 訪問支援等への同行  

 訪問調査のタイミングについては、こどもや里親等からの意見等について聴取すること

が期待できることから、受審機関による里親家庭等への訪問に評価機関が同行すること

について、可能な限り検討すること。  

 

③ 受審機関等への聴き取り調査スケジュール例  
時間帯  実施内容  
9:00〜 9:50 受審機関①里親支援センターの長  

10:00〜10:50 受審機関②職員  
11:00〜11:50 受審機関②職員  
12:00〜12:50 昼食  
13:00〜13:50 こども又は里親等インタビュー枠  
14:00〜14:50 こども又は里親等インタビュー枠  
15:00〜15:50 こども又は里親等インタビュー枠  
16:00〜16:30 評価チーム内ミーティング  
16:30〜17:00 追加確認事項の聴き取り及び簡易フィードバック  

      ※訪問調査については、可能な限り就業時間内に終了するよう努めること。  

   ※聴き取り人数等により、受審機関に協議した上で複数日に渡ることも可能。  
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【STEP5】評価結果の活用 

・ 評価機関は、提出された資料や訪問調査の結果等を踏まえて、訪問調査の当日に受審機

関に対して簡易フィードバックを行うこと。  

なお、評価によって明らかとなった強みや課題等について、児童相談所や自治体等

の関係機関等と共通認識を持ち、ともに改善を図る必要があることから、簡易フィー

ドバックは可能な限り、関係機関等も含めて行うこと。  

・ 訪問調査から１ヶ月程度を目途に、評価基準第Ⅰ部〜第Ⅴ部における判定とコメントに

ついて取りまとめ、評価報告書を作成すること。  

・ 受審機関は児童相談所や自治体等の関係機関等と、当該評価報告書をもとに改善に向け

た対応について検討の場を持ち、具体的な取組み内容と実施計画を協議すること。  

・ また、訪問調査に協力いただいたこどもや里親等に対しては、評価を通じて明らかとな

った受審機関の良い点や今後の取組み方針などを平易な表現でまとめ、こどもや里親等

に対して報告を行うこと。  
 

【STEP6】評価結果の公表 

受審機関は、第三者評価を受けたときは、速やかに、インターネットを利用する方法その

他の適切な方法により、その結果について、公表しなければならないこと。公表を行う情報

には、少なくとも里親支援センター名、第三者評価実施機関名、評価実施期間、総評及び評

価項目ごとの評価ランクが含まれなければならないこと。   
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III． 評価基準 

1. 評価基準（一覧）  
 

第Ⅰ部 里親支援センターの運営・体制 

１．リーダーシップ及び関わり 

   里親支援センターの長は、リーダーシップを発揮し、責任を持って業務に関わってい

るか 

２．人材の確保・育成 

  人材の確保と育成に関する計画を立て、実行しているか 

３．職場環境 

職員が働きやすい環境づくりに取組んでいるか 

４．情報管理 

  個人情報の取扱いが適切に行われているか 

５．法令遵守 

里親支援センター及びその職員は法令等を理解し、遵守しているか 

 

第Ⅱ部 里親支援センターにおける児童相談所との連携 

６．児童相談所と連携した支援の連続性 

   一貫した体制の下に里親支援センターの業務が包括的に実施されており、児童相談所

と連携してこどもや里親等への支援について連続性をもって提供されているか 

７．児童相談所との協働関係 

   里親支援センターは、児童相談所と適切な協働関係を構築しているか 

８．協働のプロセス 

  里親支援センターは、児童相談所と協働関係を構築するために必要な取組を行ってい

るか 

９．協働の資源 

  里親支援センターは、児童相談所と協働するための資源（体制、職員数等）を適切に

確保しているか 

10．児童相談所による措置決定への関わり 

  里親支援センターは、児童相談所がより適切な措置決定をするために、協働者として

適切な情報提供や提案などができているか 

 

第Ⅲ部 里親支援センターの業務の効果的な実施 

 ⅰ．里親制度等普及促進・里親等のリクルート及びアセスメント 

 11．里親制度等普及促進 

   里親制度等の普及促進について、これまでの取組を検証し、里親制度等の普及促進の
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向上に努めているか 

 12．里親等リクルートのための現状分析と戦略立案 

   里親等リクルートの課題などについて分析を行い、戦略的・効果的なアプローチを実

行しているか 

 13．里親等リクルートのための効果的な情報発信 

   問い合わせ件数や研修参加者数、登録件数などの目標を立て、効果的な情報発信と見

直しを行っているか 

 14．問い合わせへの対応とガイダンス 

   問い合わせに迅速に対応し、里親制度等の意義やサポート体制などを丁寧にガイダン

スしているか 

 15．里親希望者等のアセスメント 

   里親希望者等に対して面接・研修や訪問調査を行い、適正を丁寧にアセスメントして

いるか 

ⅱ．里親等に対する研修 

 16．登録前、登録後及び委託後における里親等に対する研修 

   里親支援センターは、法定研修である登録前研修・基礎研修・更新研修のみならず、

必要に応じてこどもや里親等のニーズに沿った研修を実施することにより、里親等のス

キルアップを目指すとともに、アセスメントの機会として活用しているか 

ⅲ．未委託里親への取組 

17．未委託里親への取組 

  未委託里親への取組の実施や家庭状況の確認をしているか 

ⅳ．こどもと里親等のマッチング 

 18．委託前交流 

   こどもと里親等の関係づくりを段階的に行い、こどもが安心して生活できるようにし

ているか 

19．マッチングの検討 

  こどもと里親等に対するアセスメントを踏まえ、こどもにとって最も望ましい里親等

を選定し、マッチングを検討しているか 

ⅴ．こどもの基本的な生活 

20．自立支援計画 

  こどもの養育計画（「自立支援計画」という。以下同じ。）等は、こどもや実親、里親

等の意向が十分に尊重されたものとなっており、必要に応じて適切に見直しが行われ、

こどもや里親等がその内容を理解しているか 

21．委託中及び委託解除後のこどもの自立支援 

  将来の目標に向けて、委託中及び委託解除後のこどもに対して自立に向けた支援を行

っているか 
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第Ⅳ部 チーム養育の充実 

 ⅰ．里親等と里親支援センターの関係性及びチーム養育 

  22．里親等と里親支援センターの関係性 

里親等と里親支援センターは十分なコミュニケーションを図り、信頼関係が築かれて

いるか 

23．チーム養育と支援ネットワーク 

  里親等と里親支援センター、児童相談所は、チーム養育の意識を持ち、こどもに重層

的な支援を行っているか 

ⅱ．里親養育における支援の質 

24．里親養育のサポート 

  里親支援センターは里親養育のサポートを適切に行っているか 

25．里親養育に関するスーパービジョン 

  より質の高い養育を実現するためのスーパービジョンが行われているか 

26．里親養育の状況に応じた支援のコーディネート 

  こどもや里親等が様々な社会資源を活用できるようコーディネートし、その効果やニ

ーズの充足を確認しているか 

27．里親同士の関係構築支援 

  里親同士が横のつながりを構築できるようにサポートされているか 

28．こどもと実親との面会交流 

  こどもと実親との面会交流については、こどもと里親等に対して丁寧に説明し、可能

な限りこどもの意見を尊重しているか 

29．里親家庭での養育が不安定になった場合の対応 

  里親家庭での養育が不安定になった場合は必要な対応をしているか 

30．被措置児童等虐待の防止と早期発見 

  里親家庭でのこどもに対する被措置児童等虐待の防止と早期発見に取組んでいるか 

31．里親等委託が不調となった場合の対応 

  里親等委託が不調となった場合は、こどもと里親等の双方から聴取を行い、それを踏

まえた援助方針を検討する。それでも委託解除や措置変更となる場合には、委託解除や

措置変更はこどもや里親等に与える影響を踏まえ適切な対応を行っているか 

32．委託解除前後における里親等の感情の問題や委託解除後の喪失感への配慮 

  委託解除前後における里親等の感情の問題や、委託解除後の喪失感へのサポートを行

うとともに、委託解除後のこどもと里親等がどのような関わりをもつのが良いのかアセ

スメントし、サポートしているか 

33．児童相談所の苦情受付の窓口 

  里親支援センターは児童相談所の苦情受付の窓口を周知し、苦情解決の仕組みが機能

するか確認しているか 
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第Ⅴ部 里親養育のもとで育つこどもの経験 

ⅰ．こどもの権利擁護と最善の利益の優先 

34．こどもの権利についての理解促進 

   こどもの権利について、こどもに分かりやすく説明した上で支援が行われているか 

35．こどもへの説明と意見聴取 

  支援の過程において、こどもが理解できるような説明と意見聴取が適切に行われてい

るか 

36．こどもの意見表明支援 

  こどもの権利を擁護するために、こどもの意見形成や意見・意向表明に対して支援が

行われているか 

37．こどもの生い立ちの振り返りと記録の管理 

  こどもの年齢や発達又は意向に応じて、こども自身の生い立ちを振り返る取組を行う

とともに、記録の管理は適切に行っているか 

38．こどもへの権利侵害の防止 

  こどもへの権利侵害の予防や早期発見のための取組に加え、こどもへの不適切な養育

に対する予防や対策が適切に行われているか 

ⅱ．こどもの基本的な生活 

39．こどものウェルビーイング 

  こどもは、日常の中で健やかな成長・発達が図られるような生活を送れるよう、里親

支援センターとして里親等に対して支援を行っているか 

40．性に関する教育 

  こどもが性による被害者又は加害者にならないよう、里親等がこどもの年齢や発達に

応じて性についての正しい知識を教育することや、こどもの疑問や不安に対応できるよ

う支援を行っているか 

41．非常時・災害時の安全確保等 

  非常時・災害時に備えて、こどもや里親等の安全が確保されているか 

42．こどもへの関わりと関係性 

  里親家庭や里親支援センターによるこどもへの関わりと、それぞれの関係性が適切に

保たれ、相談先等について周知を行う等の相談体制が構築されているか 

43．里親家庭で育つこども同士の関係構築支援 

  里親家庭で育つこども同士の関係が築けるよう、適切に支援を行っているか 
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2. 評価基準（詳細）

評価基準及び評価の着眼点・ポイント等を示したものを次ページ以降に掲載。 
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1. リーダーシップ及び関わり 

評価基準 

 

⾥親⽀援センターの⻑は、リーダーシップを発揮し、責任を持って業務に関わっているか 

 

(評価の着眼点・ポイント) 

 

 ⾥親⽀援センターの⻑の責任を明確にしている 

 

 里親支援センターの長は、遵守すべき法令等を正しく理解するための取組を⾏っている 

 

 里親支援センターの長は、リーダーシップを発揮して、責任を持って業務に関わっている 

 

 

（目的・趣旨） 

○ 本評価基準は、⾥親⽀援センターの⻑が、リーダーシップを発揮し、責任を持って業務に関わっ

ているかを評価します。 

○ 里親支援センターの長は、里親支援センターの経営・管理において、理念や基本方針等を踏まえ

た取組を具体化し、質の高い養育・支援の実現に役割と責任を果たすことが求められます。 

 

（評価の留意点） 

○ 里親支援センターの長は、自らの役割と責任を含む職務分掌等について、文書化するとともに、

職員に周知が図られていることが必要です。その際、平常時のみならず、有事（事故、災害等）

における対応についても、不在時の権限委任等を含めて明確化されているか確認し評価します。 

 

○ 里親支援センターの長が自らの職責に基づいてリーダーシップを発揮し、職場環境に配慮した上

で効果的な運営・管理がなされているか確認し評価します。 

 

○ こどもに適切な支援を行うために、里親支援センターの長は、里親支援センターの強みと課題を

どのように認識し、それらの課題にどのように取組んでいるのか確認します。課題の明確化につ

いては、職員や里親等、こどもからのフィードバックを得られる機会があるか確認し評価します。 

 

○ ⾥親⽀援センターの⻑は、職員が最大限のパフォーマンスを発揮できるよう、共通のビジョンや

目標を職員と共有しているか、また、里親支援センター内外の関係調整を行っているか確認し評

価します。 

 

○ 里親支援センターの長は、里親支援センターが遵守すべき法令等に関する正しい理解に向けた具

体的な取組を実施しているか確認し評価します。 
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2. 人材の確保・育成

評価基準 

⼈材の確保と育成に関する計画を⽴て、実⾏しているか 

(評価の着眼点・ポイント) 

 必要な⼈材の採⽤と育成が⾏われている

 ⾥親⽀援センターの業務の質の向上、効率化のための取組を実施している

 職員に必要な専⾨性を確保するための取組を⾏っている

（目的・趣旨） 

○ 本評価基準は、対人支援に関わる資格（社会福祉士、精神保健福祉士等）を有する職員の配置等

や、質の高い養育・支援を実現するために教育・研修が適切に実施されていること等が必要であ

ることから、里親支援センターが行う支援に必要な人材の確保・育成や人員体制の整備について、

⼈材の確保と育成に関する計画をもって取組んでいるかどうかを評価します。

（評価の留意点） 

○ こどもや里親等のニーズを満たすために適切な人材が配置されているか、里親支援センターの規

模や職員体制等を勘案しているか確認し評価します。

○ 職員の採用と評価に関する基準が明確であるか、総合的な人事管理に関する仕組みや取組が実践

されているか、聴取して確認し評価します。

○ 里親支援センターは、こどもや里親等のニーズに合わせた適切な支援環境になるように、目標の

実現に向かって計画的に人材の確保・育成が行われているかどうかを、具体的な取組や経過等か

ら確認し評価します。

○ 里親支援事業の業務の十分な経験を有している職員からのスーパービジョンや、研修プログラム

を通じて、こどもや里親等のニーズに合わせた適切な支援環境を職員に提供しているか確認し評

価します。
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3. 職場環境

評価基準 

職員が働きやすい環境づくりに取組んでいるか 

(評価の着眼点・ポイント) 

 職員の就業状況や意向・意見を把握している

 働きやすい環境にするための取組を⾏っている

 年次休暇の取得状況や労働時間が適正である

（目的・趣旨） 

○ 本評価基準は、職員が働きやすい環境づくりに取組んでいるかを評価します。

○ なお、この場合の「働きやすい職場」とは、①職員の心身の健康と安全の確保、②ワークライフ

バランス（仕事と生活の両立）に配慮した職場の環境づくりがなされている職場を言い、働きや

すい職場づくりに向けての取組みとしては、勤務体制や週の労働時間、福利厚生、ハラスメント

の防止策等の取組等により評価します。

（評価の留意点） 

○ 職員の心身の健康と安全の確保や、ワークライフバランス（仕事と生活の両立）に配慮した職場

の環境づくりがなされているかどうか、職員に対して聴取します。勤務体制や週の労働時間、休

暇の取得しやすさなどに加えて、相談しやすい職場環境であるか、里親支援センターの長や管理

職とも定期的に面談等を行う機会があるか等を確認し評価します。

○ 働きやすい職場づくりに向けて、総合的な福利厚生を実施しているか、里親支援センターの長に

確認します。労務管理に関する責任体制を明確にすることはもとより、日頃から立場に関係なく

活発に意見交換ができる環境であるか、職員が支援を気軽に求められるオープンな職場環境であ

るか確認し評価します。

○ 職員がきちんと休暇を取れているか、心身の状態は良好か配慮し、一人ひとりが十分な休息を取

れるよう、職員の就業状況や意向・意見を把握する体制づくりが行われているか、里親支援セン

ターの長に確認します。また、育児・介護休業法及び次世代育成支援対策推進法への適切な対応

がなされているか、休暇の取りやすさや余暇支援の実施状況等について、職員に対して聴き取り

を行い確認し評価します。
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○ 里親支援センターは、明確なハラスメント防止ポリシーを策定し、職員に対して教育とトレーニ

ングを提供しているか確認し評価します。また、ハラスメントを報告し、支援を求めやすい環境

を整備できているか確認し評価します。
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4. 情報管理 

評価基準 

 

個人情報の取扱いが適切に⾏われているか 

 

(評価の着眼点・ポイント) 

 

 個⼈情報の保護・管理が適切に実施されている 

 

 個⼈情報管理の責任者が明確である 

 

 個人情報保護に関する研修が里親支援センター内で実施されている 

 

 

（目的・趣旨） 

○ 本評価基準は、こどもや里親等の情報は、個人情報であることから、情報が外部に流出しない管

理体制が必要となります。記録個人情報の保管場所や保管方法、扱いに関する規程、責任者の設

置、保存と廃棄に関する規程等が必要であり、その情報には、書面による管理に加え電子データ

による管理も含み、取扱いや情報漏えいに関する対策が十分になされるかを確認し評価します。 

 

（評価の留意点） 

○ 里親支援センター内における個人情報の保管状況、保存と廃棄等の対応状況について確認し評価

します。 

 

○ 里親支援センターにおいて、個⼈情報の取扱いに関するルール及び管理責任者を定めているか確

認し評価します。 

 

○ 職場における個人情報の保護意識の向上を図り、単に法律の知識を得るだけでなく、一人ひとり

が業務上できちんとした自覚をもって個人情報を扱えるよう、研修等が実施されているか確認し

評価します。 
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5. 法令遵守 

評価基準 

 

里親支援センター及びその職員は法令等を理解し、遵守しているか 

 

(評価の着眼点・ポイント) 

 

 里親支援センター及びその職員は遵守すべき法令等を理解している 

 

 里親支援センター及びその職員は法令等を遵守している 

 

 里親支援センター及びその職員又は職員であった者に対し、守秘義務を課している 

 

 

（目的・趣旨） 

○ 本評価基準は、里親支援センターは、フォスタリングを担う機関として、職員の法令等の遵守の

徹底が求められ、遵守すべき法令等を十分に理解していることが必要であることから、里親支援

センターにおける法令遵守の体制づくり、教育・研修等を実施し、職員に対して遵守すべき法令

等を周知し、遵守するための具体的な取組を行うことが求められるため、里親支援センターの長

及び職員が法令等を理解し、遵守しているかを評価します。 

 

（評価の留意点） 

○ 里親支援センター及びその職員は、遵守しなければならない基本的な関連法令（福祉分野に限ら

ず、消費者保護関連法令、さらには雇用・労働や防災、環境への配慮に関するものについても含

む）について、正しく把握・認識されているかどうか、また、最新の内容についても把握してい

るか確認し評価します。 

 

○ 法令等の遵守には、社会的倫理やモラルを守ることが含まれます。里親支援センターにおいて、

コンプライアンス規程の策定及び業務遂行に際しての遵守事項やコンプライアンスに取組む体

制（相談窓口、問題発生時の対応など）について里親支援センター内で職員に共有しているか確

認し評価します。 

 

○ また、里親支援センターの職員が、自ら遵守すべき法令等に関する正しい理解に向けた取組を行

っていることを確認し、職員に対して遵守すべき法令等を周知するための具体的な取組が行われ

ているか確認し評価します。 
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６．児童相談所と連携した支援の連続性 

評価基準 

 

一貫した体制の下に里親支援センターの業務が包括的に実施されており、児童相談所と連携して

こどもや里親等への支援について連続性をもって提供されているか 

 

(評価の着眼点・ポイント) 

 

 ⼀貫した体制の下に里親支援センターの業務が包括的に実施されている 

 

 こどもや⾥親等への⽀援に当たっては、児童相談所と連携の上、連続性をもって提供されて

いる 

 

 

（目的・趣旨） 

○ 本評価基準は、里親支援センターの業務が一貫した体制の下に包括的に実施され、児童相談所と

連携の上、支援の連続性をもって提供されているかについて評価します。 

 

（評価の留意点） 

○ 里親支援センターの業務が、常に児童相談所と連携して実施されているか確認するとともに、一

貫した体制の下に包括的に実施されているか評価し、それぞれの業務の役割や専門性の異なる職

員間の連携をどのように進めているのか等について、業務の進捗状況や職員からの聴き取りなど

をもって評価します。 

 

○ 里親制度等に関する普及促進やリクルートから委託解除後のケアや自立支援に至るまで、すべて

の業務が事業計画として包括的に計画・設計・実施されているか確認するとともに、どのような

成果をあげているのか確認し評価します。 

 

○ こどもへの支援が、交流期間から親子関係再構築又は自立の過程で、また里親等への支援が、登

録希望の段階から委託解除後の過程で、里親支援センターの業務間で連続性がどのように保たれ

ているか確認し評価します。 

 

○ 支援が少ないケースや支援の要望があがってこないケースなどの場合であっても、支援の計画が

しっかり立てられ、それに基づいて支援が行われているか確認し評価します。 
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７．児童相談所との協働関係 

評価基準 

 

⾥親⽀援センターは、児童相談所と適切な協働関係を構築しているか 

 

(評価の着眼点・ポイント) 

 

 里親支援センターは、児童相談所と協働するために、それぞれの役割を明確化している 

 

 里親支援センターの職員は、児童相談所との協働への意欲を持ち、それぞれの役割を理解し

た上で業務に取組んでいる  

 

 里親支援センターの職員は、児童相談所の職員との信頼関係の構築に努め、互いに成長し、

貢献し合えるという認識の下、協働関係を保てている  

 

 

（目的・趣旨） 

○ 本評価基準は、里親支援センターが業務を実施する上で、協働者となる児童相談所との役割を明

確化した上で、里親支援センターの職員が児童相談所の職員と信頼関係を構築し、協働関係を保

てているかについて評価します。 

 

（評価の留意点） 

○ 里親支援センターと児童相談所の役割と専門性について、お互いが理解を深めるためにどのよう

な取組を行い、その取組によって、それぞれの役割について理解がどのように深まったのか、管

理者だけでなく職員にも確認し評価します。 

 

○ 里親支援センターの職員が、児童相談所との協働に意欲が沸くよう、里親支援センターとしてど

のような取組を実施し、その取組によって協働の重要性についての理解と、積極的な協働関係構

築への行動がどのように促進されたのか、里親支援センターの職員の具体的な変化について確認

し評価します。 

 

○ 協働者として互いを補完し合う関係を構築するため、相互の信頼関係が維持されるよう、どのよ

うな取組がなされ、それによってお互いの職員への配慮がどのようになされているのか確認し評

価します。 

 

○ 里親支援センターと児童相談所の異なる役割・視座・課題・改善への取組について、相互に共有・

理解が進むよう、どのような取組を実施し、それによって協働関係の構築が実感できているか聴

き取りなどをもって確認し評価します。 
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○ 児童相談所との協働関係を構築するため、里親支援センターはどのような取組をし、それがどの

ように職員に理解されているのか（経験として蓄積されているのか）、具体的な取組事例を確認す

るとともに職員への聴き取りなどをもって確認し評価します。 
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８．協働のプロセス 

評価基準 

 

⾥親⽀援センターは、児童相談所と協働関係を構築するために必要な取組を⾏っているか 

 

(評価の着眼点・ポイント) 

 

 児童相談所と継続的にコミュニケーションをとり、意思疎通を図っている  

 

 里親支援センターと児童相談所の業務の⽬的を明確にし、それぞれの役割（具体的な成果⽬

標を含む）について合意している  

 

 こどもや里親等への支援ニーズを分析し、児童相談所等の関係機関と協議して計画を⽴てて

いる  

 

 里親支援センターは、児童相談所との協働関係を構築・発展させるためのプロセスを確⽴し、

継続的に⾒直している  

 

 協働関係を構築するに当たって、児童相談所との情報共有に関するルールを定め、正確な情

報を共有している 

 

 

（目的・趣旨） 

○ 本評価基準は、里親支援センターが児童相談所との協働関係を構築するために必要だと考えられ

る取組を行っているかについて評価します。 

 

（評価の留意点） 

○ 里親支援センターが児童相談所との協働関係を構築するために、どのようなコミュニケーション

をどのような頻度でとっているのかを確認します。また、そのコミュニケーションの方法や頻度

が一方的ではなく協働関係を構築するためのプロセスとして適切であると職員に認識されてい

るかどうかを聴き取りなどにより確認し評価します。 

 

○ 里親支援センターと児童相談所の業務の目的とそれぞれの役割（具体的な成果目標含む）が、児

童相談所との間でどのように合意形成され、どのように共有されているのか確認し評価します。 

 

○ 地域における里親養育の質量向上のためのニーズやケースごとに、こどもや里親等の支援ニーズ、

それぞれについて分析がされているのか、またそれに応えるために必要な児童相談所等の関係機

関との連携がどのようにされているのか確認し評価します。 
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○ 児童相談所との協働関係が継続するだけでなく、より発展させるために振り返りや見直しを継続

的に行っているのか確認するとともに、そのプロセスについても確認し評価します。 

 

○ 児童相談所との情報共有に関するルール等の取り決めについて確認するとともに、情報共有がよ

り正確になされるために実践されている取組について、例えば、客観的事実だけでなく担当者の

所感等を共有するための工夫など確認し評価します。 

 

○ 里親支援センターと児童相談所が相互に緊急連絡が必要となった場合、その連絡スキームが整備

されているかを確認し評価します。 
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９．協働の資源 

評価基準 

 

⾥親⽀援センターは、児童相談所と協働するための資源（体制、職員数等）を適切に確保してい

るか 

 

(評価の着眼点・ポイント) 

 

 ⾥親⽀援センターが児童相談所と協働関係を構築する上で必要となる体制や職員配置となっ

ている 

 

 児童相談所との協働関係を構築するために必要な資源の確保や必要な計画が策定できている 

 

 

（目的・趣旨） 

○ 本評価基準は、里親支援センターが、児童相談所と協働関係を構築するために必要となる資源（体

制、職員数等）を適切に確保しているかについて評価します。 

 

（評価の留意点） 

○ 児童相談所との協働関係が困難になることの無いよう、適切に資源が確保されているか、例えば、

職員が多忙で協働関係の構築をすることが困難がないか等を聴き取りなどにより確認し評価し

ます。 

 

○ 里親支援センターが児童相談所と協働関係を構築するために必要な資源の確保や、児童相談所と

の協働関係を構築するために必要となる計画を策定しているか確認し評価します。 
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10．児童相談所による措置決定への関わり 

評価基準 

 

⾥親⽀援センターは、児童相談所がより適切な措置決定をするために、協働者として適切な情報

提供や提案などができているか 

 

(評価の着眼点・ポイント) 

 

 児童相談所の措置決定や援助方針の決定等に際して、里親支援センターとして適切な情報提

供や⽅針に対する提案をできる関係性となっている  

 

 ⾥親⽀援センターは、児童相談所が包括的にアセスメント等を行うことができるよう必要な

情報提供をしている  

 

 里親支援センターは、適切な情報提供を行うことや提案をするために共通のアセスメントシ

ートを活⽤するなど、適切に⾏っている  

 

 

（目的・趣旨） 

○ 本評価基準は、児童相談所がより適切な措置決定や援助方針等を決定するために、包括的かつ一

貫したアセスメントが進められるよう、里親支援センターが協働者として貢献できているかにつ

いて評価します。 

 

（評価の留意点） 

○ 措置決定等をする児童相談所と、こどもや里親等についての最新かつ最大の情報をもつ里親支援

センターが、こどものためのより良い措置決定等のために意見交換を実施できる機会が持ててい

るか、その機会の有無と内容そして頻度について確認し評価します。 

 

○ 里親支援センターは、支援するこどもや里親等についての情報をどれくらいの頻度でアップデー

トし、児童相談所の求めに迅速かつ適切にその情報を提供できているのか、業務での実例を含め

て聴き取りなどにより確認し評価します。 

 

○ 里親支援センターは、措置決定後に委託後支援の担い手としての視点を持ち、責任をもって里親

支援センターとしての評価（強みと課題、そしてそれに基づいた支援のイメージ）を児童相談所

に情報として提供できているかどうか、その提供方法も含め、具体的に確認し評価します。 
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i. ⾥親制度等普及促進・里親等のリクルート及びアセスメント 

11. ⾥親制度等普及促進 

評価基準 

 

里親制度等の普及促進について、これまでの取組を検証し、里親制度等の普及促進の向上に努め

ているか 

 

(評価の着眼点・ポイント) 

 

 広く一般の方が里親等に関する情報に触れる機会を数多くつくり里親制度等に関心を持つき

っかけを作っている 

 

 里親制度等の普及啓発に当たり、効果的な取組例を参考にする等、積極的に取組を行ってい

る 

 

 

（目的・趣旨） 

○ 本評価基準は、里親等を多数開拓するためには、広く一般の方が里親等に関する情報に触れる機

会を数多くつくり里親制度等に関心を持つきっかけをつくることが重要であることから、里親支

援センターは、里親制度等の普及促進に向けて有用な取組を検討し、普及啓発に積極的に取組ん

でいるかを確認し評価します。 

 

（評価の留意点） 

○ 広く一般の方が里親等に関する情報に触れる機会を数多く作り里親制度等に関心を持つきっか

けを作っているか確認し評価します。 

 

○ 具体的には、一般の方が日常生活の中で里親等に関する情報に触れられる機会を増やすために、

ポスターの掲⽰、チラシ・リーフレットの配布、ポスティング、⾞内広告の実施、テレビ・ラジ

オにおける番組や広告の放映、インターネット（ホームページ、SNS など）を活⽤した情報発信、

市政だより及び回覧板の活⽤、雑誌・フリーペーパーへの記事掲載、街の⾝近な場所で気軽に説

明を聞くことができる場の設定等、里親制度等に関心を持つきっかけを作っているか確認し評価

します。 

 

○ 里親制度等の普及啓発に当たり、これまでの取組の評価・分析を行い、より効果的な里親制度等

の普及啓発を積極的に行っているか確認し評価します。  
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ⅰ．⾥親等の普及促進・リクルート及びアセスメント 

12．⾥親等リクルートのための現状分析と戦略⽴案 

評価基準 

 

⾥親等リクルートの課題などについて分析を⾏い、戦略的・効果的なアプローチを実⾏している

か 

 

(評価の着眼点・ポイント) 

 

 里親希望者等の傾向や里親等を希望する理由等の現状分析を行い、有用な取組を検討してい

る 

 

 これまでの⾥親希望者等の傾向や⾥親等を希望する理由等、得られた情報をもとに、⾥親等

をリクルートするための現状分析を⾏っている 

 

 ターゲットの特徴に合わせた戦略的・効果的なアプローチを実⾏している 

 

 

（目的・趣旨） 

○ 本評価基準は、こどもに必要な里親像を想定した上で、ターゲット層を絞り、これまでの⾥親希

望者等の傾向や⾥親等を希望する理由等、得られた情報をもとに⾥親等をリクルートするための

現状分析をした上で、それに合わせたリクルート活動が戦略的・効果的に行われているかを確認

します。 

 

（評価の留意点） 

○ どの広報媒体をきっかけに、どのような内容に関心を持って個別相談や来所相談等へ希望者が進

んだか等の分析に加え、関心を持つ方からの問い合わせに迅速に対応ができているか確認し評価

します。 

 

○ 定期的にターゲット層を選定し、そのカテゴリーに合った広報媒体の選択、時期等を踏まえた現

状分析をもとに、広報戦略を立てているか確認し評価します。 

 

○ 関心を持つ方や里親希望者等からの問い合わせがあった場合、やりがいや身近さなどポジティブ

なメッセージを発信するとともに、個別相談や来所相談等を紹介し、さらに関心を得られるよう

な工夫を行っているかを確認し評価します。 
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i. ⾥親等の普及促進・リクルート及びアセスメント 

13．⾥親等リクルートのための効果的な情報発信 

評価基準 

 

問い合わせ件数や研修参加者数、登録件数などの⽬標を⽴て、効果的な情報発信と⾒直しを⾏っ

ているか 

 

(評価の着眼点・ポイント) 

 

 問い合わせ件数や研修参加者数、登録件数などの具体的な⽬標を⽴て、取組の効果を測定し

ている 

 

 効果的な情報発信の⼿法について検討を⾏い、実践している 

 

 

（目的・趣旨） 

○ 本評価基準は、登録件数の目標値を設定して取組むことにより、より具体的な効果測定が可能で

あることから、目標値を含んだ年間計画を立て、持続的な広報計画を進め、里親登録数等の増加

に寄与しているかどうかについて確認します。 

 

（評価の留意点） 

○ 目標値等の設定や年間計画を踏まえて、定期的に情報発信について見直しを行っているか確認し

評価します。 

 

○ 広報啓発が、問い合わせ件数や里親登録件数につながっているか確認し評価します。 

 

○ 取組の効果測定等を通して、里親登録家庭数等の目標値が設定できているか確認し評価します。 

 

○ 里親制度理解を深めるために、効果的な周知内容になるよう精査・検討できているか確認し評価

します。 
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i. ⾥親等の普及促進・リクルート及びアセスメント 

14．問い合わせへの対応とガイダンス 

評価基準 

 

問い合わせに迅速に対応し、⾥親制度等の意義やサポート体制などを丁寧にガイダンスしている  

か 

 

(評価の着眼点・ポイント) 

 

 気軽に問い合わせできるような⼯夫をしている  

 

 関⼼を持っていただいた方からの問い合わせに迅速に対応している  

 

 ⾥親等への経済的なサポートや⽀援体制など、不安や負担感を軽減できるような説明をして

いる  

 

 こどものニーズや⾏動特性等について、⾥親等の役割などを丁寧にガイダンスしている 

 

 実⼦がいる家庭に対しては、実⼦との関係についてなど、家庭に合わせた不安を解消する⼯

夫をしている 

 

   

（目的・趣旨） 

○ 本評価基準は、里親希望者等の疑問や不安を解消し、里親登録数の増加につなげていくことが重

要であり、初対面の時から、丁寧で誠実な対応を行うことで、登録以降の信頼関係の構築につな

がることから、里親希望者等が、意欲をもって連絡したタイミングを逃さずに、丁寧なガイダン

スを行うなど、対応を行えているかを確認します。 

 

（評価の留意点） 

○ 里親希望者等が連絡しやすいような工夫や配慮、連絡手段、受付時間を整備しているかを確認し

評価します。 

 

○ 里親制度等に関心を持った方からの問い合わせや質問に対して、迅速に対応できるような体制を

整備しているか確認し評価します。 

 

○ 質問等があった際には、迅速に対応ができるようなマニュアルやＱ＆Ａなどを整備しているか確

認し評価します。 
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○ 里親等になるまでの流れやサポート体制などを説明するための冊子等の資料を整備しているか

確認し評価します。 

 

○ 里親希望者等に対して、里親制度の意義や里親認定基準、里親等が行う養育に関する最低基準等

について、問い合わせ、個別相談、インテーク面接等それぞれの段階で誰がどのように何を説明

するかの分担ができており、項目チェックなどを利用し、把握ができているか確認し評価します。 

 

○ こどものニーズや行動特性等を踏まえた里親等の役割や公的に行う養育について理解を促すよ

うな説明の方法や、ガイダンスの流れについて職員が理解し、取組んでいるか確認し評価します。 

 

○ 家族構成等を踏まえ、今後起こりうる配慮等について事前に説明を行うとともに、家族内の理解

が進むような説明（同居親族、実子、飼育動物 等）が行えているか確認し評価します。 

  

32



i. ⾥親等の普及促進・リクルート及びアセスメント 

15．⾥親希望者等のアセスメント 

評価基準 

 

⾥親希望者等に対して⾯接・研修や訪問調査を⾏い、適性を丁寧にアセスメントしているか 

 

(評価の着眼点・ポイント) 

 

 ⾥親等を希望する理由を丁寧に確認し、⾥親等になる動機を正確に把握している 

 

 実習先での⾥親希望者等の評価（強みや弱み）を確認し、アセスメントに活かしている 

 

 アセスメントに当たり、家庭訪問調査を必ず⾏い居住環境や近隣の環境の把握と、同居家族

の意向等を確認している 

 

 アセスメントのための⾯接や家庭訪問は、可能な限り複数の職員で⾏い、アセスメント結果

について児童相談所に共有している 

 

 ⾥親等としての適性は、こどもの委託をイメージした上で確認し、児童相談所と理解を共有

している 

 

 ⾥親等としての適性が不⼗分な場合には、里親希望者等に結果をフィードバックし、今後の

対応を伝えている  

 

   

（目的・趣旨） 

○ 本評価基準は、こどもの最善の利益を踏まえた里親等の増加を図る観点とともに、里親支援セン

ターは、そのためのノウハウの蓄積と、アセスメントに必要な視点の整理を行う必要があること

から、里親希望者等について、丁寧で多角的なアセスメントを行うことで、里親等としての強み

と適性の把握が可能となっているかを確認します。 

 

（評価の留意点） 

○ ⾯接や家庭訪問等で得た情報についてアセスメントし、情報の整理を行った上で、調査結果を里

親支援センターとしてまとめることができているか確認し評価します。 

 

○ 訪問調査等において聴き取りが不十分と感じられたこと又は不安がある部分について、里親支援

センターが再度機会を持ち確認するなどの対応を行っているか確認し評価します。 
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○ 登録段階では不十分な理解についても、その後の研修等を通じて、解決できる課題なのか、解決

が困難な課題なのかをアセスメントし、登録以降の研修等において課題に対する支援を行ってい

るか確認し評価します。 

 

○ アセスメントを行うための、チェックポイントなどを整理したマニュアル等を作成し、それを活

用できているか確認し評価します。 
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ⅱ．⾥親等に対する研修 

16．登録前、登録後及び委託後における⾥親等に対する研修 

評価基準 

 

里親支援センターは、法定研修である登録前研修・基礎研修・更新研修のみならず、必要に応じて

こどもや里親等のニーズに沿った研修を実施することにより、里親等のスキルアップを目指すと

ともに、アセスメントの機会として活用しているか 

 

(評価の着眼点・ポイント) 

 

 法定研修の全てにおいて、演習を組み⼊れ、気づき及び疑問等について⾥親間で話し合い、

理解を深めるようにしている 

 研修では、⾥親等の役割をこどもの視点で捉え、実親との協働がこどもの健やかな成⻑に寄

与することを伝えている 

 研修内容は、必要なスキルや知識を得るために⼗分な内容であり、適時改善を図っている  

（研修においては、養育技術や、真実告知等の里親養育を行う際に生じる課題だけでなく、

こどもの権利保障、里親養育の最低基準及び被措置児童等虐待の防止等についても扱ってい

る） 

 登録前研修後は、習得した内容や反省点について⾯接等で⾔語化し、⾥親制度への理解を確

認している 

 ⾥親登録後の研修では、⾥親等のスキルアップを目指すとともに、アセスメントの機会とし

ても活用し、⾥親等の強みや課題を捉えている 

 こどもや里親等のニーズに沿った実践的な研修を実施している 

 

   

（目的・趣旨） 

○ 本評価基準は、里親養育に当たって求められる知識について、里親等が自信をもって養育できる

ようになるために適切な研修を行い理解を促すことができているか、また、必要に応じて知識が

補完されることで、こどもの養育に当たってもその都度不安軽減を図る機会が得られているかを

評価するとともに、研修内容の理解度についても把握し、里親等の強みの整理と弱点の解消を促

すことができているかを評価します。 

 

（評価の留意点） 

○ 里親養育に当たって、必要な内容が網羅された研修内容及び講師選定が行われているか確認し評

価します。 
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○ 研修受講者の理解度についてチェックポイント、アセスメントシートが整備されているか確認し

評価します。 

 

○ 里親養育に当たって必要な内容が理解できるような研修冊子やテキストの準備があるか確認し

評価します。  

 

○ こどもを受け入れるために必要な内容整理と研修形態の工夫を検討しているか確認し評価しま

す。 

 

○ こどもや里親等のニーズに応じた内容についてアセスメントができ、それに合わせた研修を提供

できているか確認し評価します。 
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ⅲ．未委託里親への取組 

17．未委託里親への取組 

評価基準 

 

未委託⾥親への取組の実施や家庭状況の確認をしているか 

 

(評価の着眼点・ポイント) 

 

 未委託⾥親の家庭状況や受託の意向を定期的にアセスメントし、マッチングに活かしている 

 

 未委託⾥親に対するトレーニングや研修等を実施し、養育⼒の向上を図っている 

 

 未委託里親の養育に対するモチベーションの維持や理解を深めている 

 

   

（目的・趣旨） 

○ 本評価基準は、未委託家庭に対して、定期的に状況把握を行い、研修等への参加を促すことによ

り、モチベーションの維持を図っているか、また、未委託期間中にその家庭に必要な研修等を受

けてもらうことで、受託可能なこどもの幅が広がる機会を提供しているか確認し評価します。 

 

（評価の留意点） 

○ 未委託里親について、定期的に電話及び訪問等で家族状況等を把握し、その都度アセスメントを

行って、マッチングに活かしているか確認し評価します。 

 

○ 未委託里親の定期的なアセスメントを行うことにより、その家庭での養育が望ましいこどもとの

マッチングが円滑に進められるような配慮ができているか確認し評価します。 

 

○ 未委託里親が養育するに当たって必要な資源や養育技術について説明を行い、研修等に案内する

などの取組ができているか確認し評価します。 

 

○ 未委託里親について、未委託期間が長期になっている場合、その理由等の整理を行い、更新等の

タイミングを含めて、その理由の改善が可能かなどのアセスメントができているか確認し評価し

ます。 

 

○ 長期にわたって未委託里親である場合でも、無理なマッチングを行うことなく、定期的に意向確

認や状況把握を行い、冷静な判断ができているか確認し評価します。 
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iv. こどもと里親等のマッチング 

18．委託前交流 

評価基準 

 

こどもと⾥親等の関係づくりを段階的に⾏い、こどもが安⼼して⽣活できるようにしているか 

 

(評価の着眼点・ポイント) 

 

 ⾥親等に対し、こどもに関する情報や養育上の留意点を⼗分に説明している  

 

 ⾥親と同居家族の受け⽌めと意向を丁寧に確認し、不安がある場合の整理や地域資源の調整

をしている  

 

 こどもと⾥親等の関係づくりは、段階的に⾏われている  

 

 交流中のこどもと⾥親家庭の様⼦、関係性の変化等を把握している  

 

 こどもの気持ちを⼤切にし、安⼼して⾥親家庭で⽣活できるよう必要に応じた⽀援を⾏って

いる  

 

   

（目的・趣旨） 

○ 本評価基準は、里親等に対しても受け入れ態勢が整っているのか、交流期間中の状況把握を行い、

必要な支援体制を構築することは、その後の里親家庭の生活の安定につながることから、こども

の気持ちと里親家庭での生活が安心安全なものとなっているかを把握し、無理のないペースで交

流等支援を行い、生活が落ち着くまでのサポートに対する理解とノウハウを有するかを確認しま

す。 

 

（評価の留意点） 

○ こどもの年齢や発達状況に合わせて里親家庭で生活することや実家族とのこれからの関係等を、

こどもの理解度に合わせた説明を行っているか確認し評価します。 

 

○ こどもの状況に合わせて、ライフストーリーワークなど気持ちの整理や理解の促進を図るための

知識や技術を提供しながら支援をしているのか確認し評価します。 

 

○ 里親家庭内の家族全体が受け入れに対して理解をしているか、不安等について把握し、ニーズに

合わせた地域資源の整備や、不安軽減のための支援体制が構築できているか確認し評価します。 
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○ 交流中の状況把握を、関係機関と密に連絡を取りながら把握し、こどもと里親等の心身の変化等

にも留意して、委託までのスケジュールを柔軟に立てられるよう配慮されているか確認し評価し

ます。 

 

○ 里親等が、交流中に養育や支援体制に不安を抱いた場合には、無理に進めずに、気持ち等をくみ

取りながら進めるなど、定期的な振り返りの体制や、協議を持つなどの工夫ができているか確認

し評価します。 
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ⅳ．こどもと里親等のマッチング 

19．マッチングの検討 

評価基準 

こどもと里親等に対するアセスメントを踏まえ、こどもにとって最も望ましい里親等を選定し、

マッチングを検討しているか

(評価の着眼点・ポイント) 

 ⾥親⽀援センターは、リクルートから研修までに把握した⾥親等に関する情報を児童相談所

に⼗分に提供している

 マッチングは里親等委託の成否を左右する極めて重要な要素であることから、こども、実親、

⾥親等に対して⼗分な情報提供を⾏うとともに、こども・⾥親等の熟慮期間を確保しながら

関係機関等に対して情報を共有している。

 委託のための調整期間は、できるだけ⻑期にならないように努め、長い場合でも２、３ヶ月

程度を目安としている

 こどもと⾥親等の状況を踏まえたチーム養育体制の⽀援計画等を踏まえてマッチングしてい

る

（目的・趣旨） 

○ 本評価基準は、こどもの最善の利益とニーズに合った里親等を選定できるような視点とノウハウ

を有し、適切なマッチングを行うことが必要となることから、里親支援センターが関係機関と連

携し、多角的な視点で包括的なアセスメントが行えるような関係機関連携を主導できるかを確認

します。

（評価の留意点） 

○ 必要な情報整理を行い、児童相談所が適切なマッチングを行うための情報を共有しているか確認

し評価します。

○ こども、実親、里親等をそれぞれの関係機関等が確認を行うとともに、役割分担を明確にし、情

報共有しているか確認し評価します。

○ パンフレット等を用いてこども、実親、里親等の理解度等に合わせた説明を行うことができてい

るか確認し評価します。
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○ こどもの年齢や発達状況、就学等の状況を踏まえて、委託に必要な期間を設定しスケジュールを

組むことができているか確認し評価します。

○ こどもに対するアセスメントも踏まえて、必要な地域資源の確認を行い、里親等が安心して子育

てが可能かどうかも含めた把握と、最適なマッチングになるよう配慮がなされているか確認し評

価します。

41



ⅴ．こどもの基本的な生活 

20．自立支援計画 

評価基準 

 

こどもの養育計画（「自立支援計画」という。以下同じ。）等は、こどもや実親、里親等の意向が十

分に尊重されたものとなっており、必要に応じて適切に⾒直しが⾏われ、こどもや里親等がその

内容を理解しているか 

 

(評価の着眼点・ポイント) 

 

 こどもや実親、里親等の意向が十分に尊重された自立支援計画となっており、計画について

は、こどもや実親、里親等が理解している  

 

 ⾃⽴⽀援計画は、可能な限りこどもと実親の参加の下、里親支援センター等及び担当児童福

祉司、里親等とともに作成・共有している 

 

 自立支援計画の進捗を把握し、達成状況などから定期的(3～4 か月に 1回程度)に⾒直しをし

ている 

 

 

（目的・趣旨） 

○ 本評価基準は、⾃⽴⽀援計画作成に当たり、こどもや実親、里親等の意向が十分に尊重され、そ

の内容をこどもや実親、里親等が理解していることや、内容が定期的に見直されているかを確認

し評価します。 

 

（評価の留意点） 

○ 自立支援計画は児童相談所が策定・定期的な見直しを行うものであるが、その際には、里親支援

センターは連携を図り、自立支援計画に基づき行われる里親等の養育に対する支援を行うだけで

なく、児童相談所と協議の上、里親支援センターが主体として自立支援計画を策定する場合には、

こどもや実親、里親等の意向を十分に尊重し、児童相談所及び関係機関の意見や協議等を踏まえ

て策定しているか確認し評価すること。 

 

○ 自立支援計画の内容について、わかりやすく説明するための工夫がどのように行われているか実

際に使用されている説明資料をもとに確認し評価します。 

 

○ 自立支援計画が、こどもや実親、里親等の参画が行えるような様式となっているか書面を通じて

確認し評価します。 
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○ 自立支援計画の見直し期間が設定され、見直しが具体的にされているか書面や記録を通じて確認

し評価します。
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ⅴ．こどもの基本的な生活 

21．委託中及び委託解除後のこどもの自立支援 

評価基準 

将来の⽬標に向けて、委託中及び委託解除後のこどもに対して⾃⽴に向けた⽀援を⾏っているか 

(評価の着眼点・ポイント) 

 委託解除前からこどもの将来を⾒据えた自立支援計画となっており、自立に向けた適切な相

談⽀援が⾏われている

 委託解除後のこどもの継続的な状況把握を実施している

 委託解除後の⽀援では、委託されていた⾥親や社会的養護⾃⽴⽀援拠点事業所等の適切な関

係機関につないでいる

（目的・趣旨） 

○ 本評価基準は、里親支援センターは委託解除後のこどもの継続的な状況把握を行うことが求めら

れていることから、委託解除前から将来の⽬標に向けてこどもへの⾃⽴に向けた⽀援が適切に行

われているかを確認するとともに、委託解除後も適切な支援を行っているか確認し評価します。 

（評価の留意点） 

○ 里親支援センターは、こどもや実親、里親等の意向を十分尊重し、こどもが自立に向けて自発的

な活動ができるような支援に努めているか確認し評価します。

○ 委託中のこどもと自立について話し合う機会が個別に確保されているか、また委託解除後のこど

もとの継続的な連絡がとれているか、記録を通じて確認し評価します。

○ 社会的養護自立支援拠点事業所等の適切な関係機関との連携方法など書面や聴き取りを通じて

確認し評価します。
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i. 里親等と里親支援センターの関係性及びチーム養育 

22．里親等と里親支援センターの関係性 

評価基準 

 

里親等と里親⽀援センターは⼗分なコミュニケーションを図り、信頼関係が築かれているか 

 

(評価の着眼点・ポイント) 

 

 里親等と里親⽀援センターは⼗分なコミュニケーションが図られている 

 

 里親等と里親⽀援センターは双⽅向の信頼関係を構築している 

 

 里親⽀援センターは、里親等が⽇常的に相談しやすい環境を整備している 

 

 里親等が養育上の課題や難しさを感じた場合には、早い段階で里親⽀援センターに相談する

ように働きかけている 

 

 

（目的・趣旨） 

○ 本評価基準は、里親⽀援センターが里親等の内面や里親家庭（同居者、実子等含む。以下同じ。）

の「生活」に直接的に関わることもあり、里親等との関係構築が重要であることから、⼗分なコ

ミュニケーションを図り、信頼関係を構築できているかについて評価します。 

 

（評価の留意点） 

○ コミュニケーションや信頼関係を評価する際には、里親等と里親支援センター双方からの情報を

もとに確認し評価します。 

  

○ 里親等が日常的に相談しやすい環境として、里親支援センターはどのような体制や環境を整備し

ているのか、里親サロンや研修の場などの活用も含めて、具体的に確認し評価します。 

 

○ 里親等が養育上の課題や難しさを感じた場合に、日常的に里親支援センターへ相談してほしいこ

とを、里親等に対していつどのように働きかけているのか確認し評価します。 

 

○ 里親等が課題や難しさを感じた場合に、自分から話すということが難しいこともあるため、里親

支援センターは、早い段階で察知する必要があることから、どのようなことがきっかけで、察知

したのか等、里親等からの相談がなくても気づくことができているか確認し評価します。 
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i. 里親等と里親支援センターの関係性及びチーム養育 

23．チーム養育と⽀援ネットワーク 

評価基準 

 

里親等と里親⽀援センター、児童相談所は、チーム養育の意識を持ち、こどもに重層的な⽀援を

⾏っているか 

 

(評価の着眼点・ポイント) 

 

 里親等と里親⽀援センターは、チーム養育を協働して⾏うという意識を持っている  

 

 養育チームは、ミーティングなどを通じて密に連携し、信頼関係を構築している  

（養育チーム構成の機関例：里親等、里親支援センター、フォスタリング機関、児童相談所

（担当児童福祉司及び児童心理司含む。） 等） 

 

 里親等と里親⽀援センターは、養育で必要となる社会資源の利⽤について話し合って決めて

いる 

 

 里親⽀援センターは、こどものニーズに応じて、里親養育を理解し⽀援する「応援チーム」

を構築するよう努めている 

（応援チーム構成の機関例：市区町村（こども家庭センター）、保健センター、乳児院や児童

養護施設（里親⽀援専⾨相談員を含む。）等、教育委員会、学校、保育所・幼稚園・認定こど

も園等、医療機関、児童家庭⽀援センター、児童発達支援センター、里親会、⺠⽣委員、児

童委員  等） 

 

 

（目的・趣旨） 

○ 本評価基準は、里親等と里親⽀援センター、児童相談所がチームとなってこどもの養育に当たる

ことで、こどもに多角的な支援を行うことを可能とすることから、里親等と里親⽀援センター、

児童相談所は、チーム養育の意識を持ち、こどもに重層的な⽀援を⾏っているかについて評価し

ます。 

 

（評価の留意点） 

○ チーム養育の意識については、里親等が責任と負担を一身に負うことなく、こどもに対して重層

的なケアを提供するためには、チームに関わる里親等と里親支援センター、児童相談所の意識を

確認することが重要であるとともに、里親側の意識も確認し評価します。 
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○ チーム養育を行う養育チームにおけるミーティングは定期的に実施されているか、もし定期的で

なければ、いつどのように実施されているかについて確認し評価します。 

 

○ 養育チームの信頼関係については、里親等が養育チームに対してどのような感情を持っているか、

里親等からの信頼が得られているかについて確認し評価します。 

 

○ また、里親支援センター内での関係性と方針の一致も重要であるため、里親支援センター内の職

員同士の関係性を確認し、里親支援センターの職員側が里親等に対してどのような気持ちで接し

ているか、方針は一致しているか確認し評価します。 

 

○ 養育で必要となる社会資源の利用については、里親等と里親支援センターで利用を決めた具体例

をあげてもらうことで確認をしたり、里親等が自分だけで決めてしまったことはないか確認し評

価します。 

 

○ 養育チームにおけるチーム養育について、いつどのように連携しているのかを具体的に確認し評

価します。 
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ii. 里親養育における支援の質 

24．里親養育のサポート 

評価基準 

 

里親⽀援センターは里親養育のサポートを適切に⾏っているか 

 

(評価の着眼点・ポイント) 

 

 家庭訪問や電話等を通じて、こどもの養育状況や里親家庭の状況を把握している 

 

 里親等の疑問や悩み、意⾒や苦情、養育困難などの訴え、また里親等の求めに応じてこども

とも面接等を通して必要なガイダンスとサポートをしている 

 

 定期的な家庭訪問の⽬的や内容・頻度等を明確にし、委託直後や養育が不安定になった場合

などには頻度⾼く訪問している 

（里親委託ガイドラインでは、訪問頻度は「委託直後の２か月間は２週に１回程度、委託の

２年後までは毎月ないし２か月に 1回程度、その後は概ね年２回程度訪問する。」とされてい

る。） 

 

 被虐待経験や障害等、こどものニーズが⾼く専⾨的な対応が求められる⽀援へのサポートを

⾏っている  

 

 こどもの暴⼒・不適応⾏動などの⾏動上の課題に対して、適切に対応できるようにサポート

している  

 

 実親との⾯会交流時や措置解除前後は、こども及び里親等への⼼理的サポートを⾏っている 

 

 

（目的・趣旨） 

○ 本評価基準は、里親⽀援センターは里親養育のサポートを適切に⾏っているかについて評価しま

す。 

 

（評価の留意点） 

○ 具体的な家庭訪問や電話等による里親家庭の状況把握の頻度について、確認し評価します。 

 

○ ガイダンスやサポートをどのように行っているのか、具体例を説明してもらい確認し評価します。 
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○ 里親支援センターと児童相談所とで、家庭訪問をどのように役割分担・情報共有しているのかに

ついて確認し評価します。 

 

○ ニーズの高いこどものための専門的な対応の際に、里親支援センターは必要な社会資源を備えて

いるか、どのような社会資源と連携しているかを確認します。併せて、地域の実情に応じて外国

にルーツがあるこどものための資源も備えているか確認し評価します。 

 

○ ニーズの高いこどもへの専門的な対応、こどもの暴力・不適応行動などへの対応について、具体

的にどのようなサポートを行うか確認し評価します。 

 

○ 実親との交流時、措置解除前後におけるこどもと里親等のサポートは、こどもや里親等がどのよ

うな気持ちや葛藤を持つと考えているのか、里親支援センターの職員の認識を確認します。こど

もが里親等と実親との間で忠誠葛藤を持つ可能性があること、里親等・実親の双方に葛藤が生ま

れる可能性があること、反対にポジティブな意味での変化が生まれる可能性など、里親支援セン

ターの職員の認識を確認し評価します。 

 

○ その上で、面会交流時や措置解除前後、こどもや里親等にどのような心理的なサポートを行って

いるのか、具体的に確認し評価します。 
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ii. 里親養育における支援の質 

25．里親養育に関するスーパービジョン 

評価基準 

 

より質の⾼い養育を実現するためのスーパービジョンが⾏われているか 

 

(評価の着眼点・ポイント) 

 

 里親養育の様々な場⾯において、里親家庭の適切な対応を⽀持、承認し、⽇々の養育の営み

を尊重している 

 

 自立支援計画を、可能な限りこどもと実親の参加の下、里親支援センター及び担当児童福祉

司、里親等とともに作成・共有し、進捗状況を把握している 

 

 実親との面会交流や親子関係再構築支援について、可能な限りこどもと実親の参加の下、里

親等及び担当児童福祉司と協議、調整の上、計画を作成している 

 

 被措置児童等虐待の発⽣予防の視点を含めた、養育状況の確認とスキル向上に向けた助言や

指導をしている 

 

 里親等のニーズに添った事例検討や演習等を含む研修を実施している 

 

 

（目的・趣旨） 

○ 本評価基準は、里親養育をより質の⾼い養育を実現するためのスーパービジョンが⾏われている

かについて評価します。 

 

（評価の留意点） 

○ 里親家庭の適切な対応の支持、承認、日々の養育の営みの尊重は、里親側から日々の養育を相談

した時の里親支援センターの対応について具体的に聴取し評価します。 

 

○ 里親支援センターは、こどもや実親、里親等の意向を十分に尊重し自立支援計画を児童相談所が

策定・定期的な見直しをする際に連携を図り、自立支援計画に基づき行われる里親等の養育に対

する支援を行っているか確認し評価します。 

 

○ 里親支援センターは、実親との面会交流や親子関係再構築を支援し、里親等が実親との協働の大

切さを見失うことのないように支援しているか、また面会交流の場面において養育チームが互い

を尊重し合い、安定した協働関係を形成できるよう積極的な支援をしているか確認し評価します。 
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○ 里親支援センターが里親等委託後に研修を実施するに当たり、里親養育の中で実際に里親等が直

面している課題を取扱うなど、実践的な内容としているか確認し評価します。 

 

○ 里親支援センターの職員は、被措置児童等虐待の発生の予防のための養育水準について里親支援

センター内で共通の認識を持てているか確認し、どのようにチェックしているのか確認し評価し

ます。 

 

○ どのようなことが被措置児童等虐待に当たるのか、具体例をあげながら里親等に周知しているか

確認し評価します。 

 

○ 質の高い養育の実現へ向けたスキル向上を図るための助言や指導は、里親側から日々の養育を相

談した時の里親支援センターの対応について具体的に聴取し評価します。 

 

○ 里親支援センターは、職員が日々の対応の質を高めるために、どのような体制（研修、センター

内でのスーパービジョンなど）を整備しているか確認し評価します。 
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ii. 里親養育における支援の質 

26．里親養育の状況に応じた⽀援のコーディネート 

評価基準 

 

こどもや里親等が様々な社会資源を活⽤できるようコーディネートし、その効果やニーズの充⾜ 

を確認しているか 

 

(評価の着眼点・ポイント) 

 

 こどもや里親等が地域で孤⽴しないように、里親養育を⽀援する体制を地域に構築している  

 

 レスパイト・ケアの利⽤を勧奨・調整している 

 

 こどもや里親等と関係機関との間で摩擦や葛藤等が⽣じた場合には、関係調整等の必要な⽀

援を⾏っている 

 

 

（目的・趣旨） 

○ 本評価基準は、里親支援センターがこどもに必要な様々な社会資源をコーディネートできること、

またコーディネートだけでなく、その効果やニーズの充足を確認することは、こどもと里親等に

とって毎日の生活を送る上で大切な支援となることから、こどもや里親等が様々な社会資源を活

⽤できるようコーディネートし、 その効果やニーズの充⾜を確認しているかについて評価しま

す。 

 

（評価の留意点） 

○ 地域の様々な関係機関や資源と連携し、それが里親養育のために有効に活用されているかを確認

するとともにこどもと里親等からの意見（実際にどのような関係機関や資源を里親支援センター

から紹介されたかなど）を確認し評価します。 

 

○ 地域の関係機関や資源との連携状況を資料や口頭で確認します。また、こどもや里親等にどのよ

うに活用されているのか、具体的な例をあげてもらい確認し評価します。 

 

○ 里親同士や施設によるレスパイト・ケアの利用状況を確認するとともに、レスパイト・ケアを多

くの里親等が利用していない場合には、利用しない理由を口頭で説明してもらい、今後活用して

もらうための計画を確認し評価します。 

 

○ こどもや里親等と関係機関との間で摩擦や葛藤等が生じた経験のある里親支援センターは、起き

うる事態、実際にどのような関係調整等を行ったか、今後どのように対応する予定であるかを具

体的に確認し評価します。 
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ii. 里親養育における支援の質 

27．里親同士の関係構築支援 

評価基準 

 

里親同⼠が横のつながりを構築できるようにサポートされているか 

 

(評価の着眼点・ポイント) 

 

 里親同士が話し合いや情報交換できる機会等を定期的に設けている  

 

 里親同⼠が相互交流に参加しやすいように⼯夫している  

 

 その他里親同⼠の関係構築が促進される取組を⾏っている 

 

（取組の具体的な内容：                                       ） 

 

 

（目的・趣旨） 

○ 本評価基準は、里親等が悩んだとき、また悩みだけでなく、悲しみ、喜びを感じたときなど何ら

かの感情が動いたときに、同じように里親養育を行っている里親等と共感し合えることが大切で

あり、また同じような養育を経験した里親等から情報を得る必要があることから、里親同⼠が横

のつながりを構築できるようにサポートされているかについて評価します。 

 

（評価の留意点） 

○ 里親同士が横のつながりを構築し、維持できるよう、どのようなサポートがなされているか確認

し評価します。 

 

○ 里親等が必要とする際に話し合いや情報交換できる機会等を設けているか確認し評価します。 

 

○ 里親等が里親同士の相互交流に参加しやすい工夫について確認し評価します。 

 

○ 里親同士の関係構築が促進される取組について、確認し評価します。 
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ii. 里親養育における支援の質 

28．こどもと実親との面会交流 

評価基準 

 

こどもと実親との⾯会交流については、こどもと里親等に対して丁寧に説明し、可能な限りこど 

もの意⾒を尊重しているか 

 

(評価の着眼点・ポイント) 

 

 こどもと実親との⾯会交流の具体的な⽅法や養育状況の報告、親⼦関係再構築⽀援に向けた

計画については、可能な限りこどもと実親の参加の下、里親等及び担当児童福祉司と協議、

調整の上、作成している 

 

 家庭復帰のための短期集中的な交流の場合は、こどもと里親等への説明を丁寧に⾏い、それ

ぞれの疑問や不安にその都度対応している 

 

 定期的な⾯会交流の場合は、交流前後のこどもと里親等の状況を把握し、それぞれの心理的

な安定が図られるよう適切な対応を⾏っている 

 

 ⾯会交流に制限が必要な場合やリスクが⾼いと判断した場合は、必要に応じて調整を⾏って

いる 

 

 

（目的・趣旨） 

○ 本評価基準は、実親との面会交流は、こどもにも里親等にも葛藤をもたらすことが想定されるた

め、丁寧な説明や意見の尊重が求められることから、⾯会交流については、こどもと里親等に対

して丁寧に説明し、可能な限りこどもの意⾒を尊重しているかについて評価します。 

 

（評価の留意点） 

○ 面会交流等の計画を作成するに当たっては、こどもと里親等への説明を丁寧に行っているか、ま

た可能な限りこどもと実親との参加を促すことができているか確認し評価します。 

 

○ こどもと実親の参加については、児童相談所の方針を確認するとともに、里親支援センターはど

のように検討しているのかも確認し評価します。 

 

○ こどもと実親との参加については、どのように実施しているのか具体的な方針と状況を確認し評

価します。 
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○ こどもと実親との面会交流や親子関係再構築支援に当たっては、児童相談所の担当児童福祉司と

の連携について、具体的にどのように実施しているのか確認し評価します。

○ 家庭復帰のための短期集中的な交流の場合には、こどもの年齢や発達の状況に応じた説明が必要

であり、必ずこどもや里親等に丁寧な説明を行っているかを評価します。実際にどのような説明

を行っているのか、また疑問や不安を聴取し、具体的にどのような対応しているか確認し評価し

ます。

○ 面会交流前後は、こどもが不安定になることが想定されるため、里親等に予めそのことを周知し、

必要な心理的備えができるようサポートしているか確認し評価します。

○ 面会交流については、リスクを予測しながら、どのような場合に制限を加えているか確認すると

ともに、その制限が適切かどうか確認し評価します。

○ 里親支援センターの予測するリスクについて、里親等、児童相談所と共有し、協議することがで

きているか確認し評価します。
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ii. 里親養育における支援の質

29．里親家庭での養育が不安定になった場合の対応

評価基準 

里親家庭での養育が不安定になった場合は必要な対応をしているか 

(評価の着眼点・ポイント) 

 里親家庭での養育が不安定になった場合は、早急に状況を把握している

 問題の要因に応じて、児童相談所と情報を共有している

 迅速に対応方針を検討の上、適切に対応している

（目的・趣旨） 

○ 本評価基準は、里親家庭での養育が不安定になった場合、里親等のみに任せていては状況は改善

しないことから、関係機関からも働きかけるとともに、里親家庭での養育が不安定になった場合

は必要な対応をしているかについて評価します。

（評価の留意点） 

○ 里親家庭での養育が不安定になったと察知した時には、早急に状況を把握するべく、家庭訪問や

関係者への聴取を行えているか確認し評価します。

○ 不安定に至った内容、要因に応じて、児童相談所と情報を共有できているか、どのような方法で

行っているか確認し評価します。

○ 里親支援センター内での方針の検討状況や決定方法を具体的に確認し評価します。

○ 実際に里親家庭での養育が不安定になった際に具体的にどのように対応したか（するのか）確認

し評価します。
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ii. 里親養育における支援の質 

30．被措置児童等虐待の防止と早期発見 

評価基準 

 

里親家庭でのこどもに対する被措置児童等虐待の防⽌と早期発⾒に取組んでいるか 

 

(評価の着眼点・ポイント) 

 

 里親家庭に対して、被措置児童等虐待を具体的に例⽰し、被措置児童等虐待の防⽌に取組ん

でいる 

 

 こどもが⾃分⾃⾝を守るための知識・⽅法を学習する機会を設け、こども⾃らが訴えること

ができるようにしている 

 

 被措置児童等虐待が疑われる事案が⽣じた場合に、迅速かつ適切な対応ができる体制が整備

されている 

 

 被措置児童等虐待の届出・通告があった場合には、届出者・通告者が不利益を受けることの

ない仕組みが整備・徹底されている 

 

 

（目的・趣旨） 

○ 本評価基準は、被措置児童等虐待によるこどもの育ちへの影響を鑑み、被措置児童等虐待の防止

と早期の発見が求められることから、里親家庭でのこどもに対する不適切なかかわりの防⽌と早

期発⾒に取組んでいるかについて評価します。 

 

（評価の留意点） 

○ 被措置児童等虐待の防止、早期発見には、日常的な取組が必要となることから、被措置児童等虐

待について、研修もしくは家庭訪問時等に、里親等、同居人、実子、委託されたこども自身各々

に対して、具体的に例示を交えながら説明ができているか確認し評価します。 

 

○ 実際にどのように里親等が研修等で例示し学べる体制が取れているのか、研修内容、家庭訪問時

の内容等を確認し評価します。 

 

○ こどもについても、個別の時間を取り、自分自身を守るための知識・方法を学習する機会を設け

ているか確認し評価します。 

 

○ こども自らが訴えるために、どのようなシステムを構築しているか具体的に確認し評価します。 

57



○ 被措置児童等虐待が疑われる事案が生じた場合に、実際にどのように対応することになっている

のか、指揮系統や手順などをマニュアルとして作成しているか、作成していない場合には口頭で

確認します。また、実際の事例があった場合には、事例についての対応を確認し評価します。 

 

○ 被措置児童等虐待の届出者・通告者が不利益を受けることのない仕組みは、どのように整備され

ているのか確認し評価します。 
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ii. 里親養育における支援の質 

31．里親等委託が不調となった場合の対応 

評価基準 

 

里親等委託が不調となった場合は、こどもと里親等の双方から聴取を行い、それを踏まえた援助  

方針を検討する。それでも委託解除や措置変更となる場合には、委託解除や措置変更はこどもや 

里親等に与える影響を踏まえ適切な対応を行っているか 

 

(評価の着眼点・ポイント) 

 

 里親⽀援センターは、里親等委託が不調となった場合にこどもや里親等から聴取を行い、⼗

分なアセスメントをしている  

 

 里親等委託が不調となった場合は、次の養育の場への移⾏を丁寧に⽀援し、こどもや里親等

の⼼理的ダメージに留意し、具体的なケアをしている  

 

 里親家庭と時機をみて、時間をかけて振り返り、整理することによって、養育チーム全体と

して受け⽌められるようにしている 

 

 委託解除や措置変更となる場合には、委託解除や措置変更がこどもや里親等に与える影響に

ついて不調となった要因も踏まえながら検証し適切な対応を行っているか 

 

 

（目的・趣旨） 

○ 本評価基準は、里親等委託の不調は、こどもと里親等に後々まで残る傷を与えるため、こどもの

意見や気持ちに配慮した上で、丁寧な説明を行う必要があることから、里親等委託が不調となっ

た場合は、こどもや里親等に対して十分なアセスメントを行い、委託解除や措置変更となる場合

には、委託解除や措置変更はこどもや里親等に与える影響を踏まえ適切な対応を行っているか評

価します。 

 

（評価の留意点） 

○ 里親等委託の不調はこどもと里親等にとって辛い経験となるだけでなく、同時に、関係機関にと

っても後悔が残る辛い体験となることから、特にこどもと里親双方の思いや考え方を十分に聴取

を行っているか確認し評価します。 

 

○ 里親等委託が不調となったときにアセスメントをしても意味がなく、それ以前からのアセスメン

トが重要となることから、こどもと里親家庭それぞれのアセスメントが、里親等をリクルートし

た時から十分になされているか確認し評価します。 
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○ 里親等委託の不調を体験したことのある里親支援センターであれば、実際に行ったアセスメント、

こどもへの説明、意見聴取や、次の養育の場への移行支援をどのように実施したのか、また、こ

どもや里親家庭に、具体的なケアを行ったのか、その内容と方法を確認し評価します。経験がな

い里親支援センターの場合にも里親等委託の不調が生じた際には、どのように対応するのか方針

を確認し評価します。 

 

○ 里親家庭についても十分にフォローするべきであり、時機をみて、時間をかけて不調に至った要

因や経緯、背景等を振り返り、整理することにより、不調を里親等の責任に帰することなく里親

支援センターの職員も含めて、養育チーム全体としてどう受け止めているのか（受け止めるつも

りなのか）具体的に確認し評価します。 
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ii. 里親養育における支援の質

32．委託解除前後における里親等の感情の問題や委託解除後の喪失感への配慮

評価基準 

委託解除前後における里親等の感情の問題や、委託解除後の喪失感へのサポートを⾏うとともに、 

委託解除後のこどもと里親等がどのような関わりをもつのが良いのかアセスメントし、サポート 

しているか 

(評価の着眼点・ポイント) 

 委託解除前後の里親⾃⾝の感情の問題や受けられるサポートについて、研修の場等で予め触

れている

 委託解除後の里親等の喪失感について、こどもとの別離に対する様々な感情が言語化される

ことに対し、里親支援センター等の職員に対して言語化されることに対し、その感情が当然

であることとしてサポートしている

 委託解除後のこどもと里親等の関係について、実親が里親等に信頼感を十分持っている前提

で、こどもの今後の⽣活にとって、こどもと里親等がどのような関わりをもつのが良いのか

アセスメントし、サポートしている

（目的・趣旨） 

○ 本評価基準は、委託解除時にはこども及び里親等にも大きな喪失感をもたらすことから、里親等

の喪失感へのサポートを⾏うとともに、解除後のこどもと里親等との関わりをアセスメントして

いるかについて評価します。

（評価の留意点） 

○ 委託解除前後の里親自身の感情とサポートについて、研修や資料等で具体的に例示しながら、予

め里親等に周知されているかを確認し評価します。

○ 里親家庭を訪問して、里親等と一緒に委託されたこどもについて振り返るなど、里親等の喪失感

を受け止めるとともに、里親等の気持ちの整理や次の養育の場への心の準備などのサポートがで

きているか確認し評価します。

○ こどもが里親家庭での経験を振り返ることができるよう、どのようなサポートをしているかを確

認し評価します。必要に応じて、里親家庭とのつながりを保ち続けているかどうかを評価します。

またその際、児童相談所とどのような役割分担、連携がなされたか確認し評価します。
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○ 委託解除時に、こどもの今後の生活に向けて、こどもと里親等がどのような関わりを持つのが良

いのかをアセスメントし、どのようにサポートしたかを確認するとともに、サポートした結果に

ついて児童相談所と共有されているかを含め確認し評価します。 

 

  

62



ii. 里親養育における支援の質 

33．児童相談所の苦情受付の窓⼝ 

評価基準 

 

里親⽀援センターは児童相談所の苦情受付の窓⼝を周知し、苦情解決の仕組みが機能するか確認

しているか 

 

(評価の着眼点・ポイント) 

 

 児童相談所の苦情受付の窓⼝をこどもや里親等に定期的に周知している  

 

 苦情解決の仕組みが機能するか確認している 

 

 こどもや里親等が利用しやすい受付方法になっているか確認し必要に応じて児童相談所に改

善を求めている 

 

 

（目的・趣旨） 

○ 本評価基準は、苦情受付の窓口があっても周知不足やそもそも機能していなければ意味がないこ

とから、里親⽀援センターは児童相談所の苦情受付の窓⼝を周知し、苦情解決の仕組みが機能す

るか確認しているかについて評価します。 

 

（評価の留意点） 

○ 児童相談所の苦情受付の窓口について、どのような方法でこどもや里親等に定期的に周知してい

るか確認し評価します。 

 

○ 視覚化されている資料（チラシなど）とともに口頭でも伝えているかを確認し評価します。 

 

○ 苦情解決の仕組みが機能するか確認し評価します。 

 

○ 実際にこどもや里親等が利用しやすい受付方法であるか、当事者のこどもや里親等にも確認を取

り、児童相談所に改善を求めているか確認し評価します。 
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i. こどもの権利擁護と最善の利益の優先 

34．こどもの権利についての理解促進 

評価基準 

 

こどもの権利について、こどもに分かりやすく説明した上で⽀援が行われているか 

 

(評価の着眼点・ポイント) 

 

 児童相談所から配布されたこどもの権利ノートをもとに、こどもの権利について分かりやす

く説明している  

 

 ⾥親等がこどもの権利を理解し、⽇常⽣活の中でこどもの権利をサポートできるように支援

している  

 

 里親支援センターは、⾥親等とともにこどもの年齢や発達に応じた自立支援計画を踏まえ、

こどもの理解を促進するため、説明⽅法を⼯夫している 

 

 

（目的・趣旨） 

○ 本評価基準は、児童相談所のこどもの権利ノートを配布するに留まらず、こどもの年齢や発達に

応じた自立支援計画を踏まえ、こどもが理解できるように説明を工夫する等の取組が求められる

ことから、こどもに対して、権利について分かりやすく説明し、⽀援しているかを評価します。 

 

（評価の留意点） 

○ 児童相談所から配布された里親家庭で生活しているこども向けの権利ノートや、必要に応じてそ

の他の資料等を用いながら、定期的にこどもの理解度に合わせた説明が行われているか確認し評

価します。 

 

○ 里親等がこどもの権利を十分に理解し、日常生活において養育を実践しているか確認し評価しま

す。 
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i. こどもの権利擁護と最善の利益の優先 

35．こどもへの説明と意見聴取 

評価基準 

 

支援の過程において、こどもが理解できるような説明と意⾒聴取が適切に⾏われているか 

 

(評価の着眼点・ポイント) 

 

 援助⽅針や支援の⾒通しについて、こどもに分かりやすく説明している  

 

 定期的にこどもの意見（意向・気持ち）を把握し、それらが⽀援内容等に反映されている 

 

 こどもに対して⾯接等を実施する場合には、その⽬的を明らかにし、こどもが話しやすい環

境で意⾒を聴いている  

 

 こどもの権利擁護と最善の利益を優先する視点に立ち、こどもや里親等の状況を詳細に把握

している 

 

 支援の過程において、こどもの権利擁護やこどもの意見を聴くことに関する高度の専門性や  

バランス感覚を養うための職員向けの研修等を実施している 

 

 

（目的・趣旨） 

○ 本評価基準では、こどもの意見聴取において、こどもの年齢や発達に応じた説明や聴き取りに際

しての環境設定が重要であることから、支援の過程において、こどもが理解できるような説明や

意⾒聴取が適切に⾏われているか確認するとともに、こどもの意見が支援内容等に反映されてい

るか確認し評価します。 

 

（評価の留意点） 

○ 援助方針や支援の見通しについて、説明するための具体的な方法について確認するとともに、こ

どもの意見（意向・気持ち）を支援内容等にどのように反映しているか具体的に確認し評価しま

す。 

 

○ こどもの年齢や発達に応じた説明や意見（意向・気持ち）聴取をする際に、どのような工夫がな

されているか、また、説明に利用する書類がこどもの年齢や発達に応じた内容となっているか確

認し評価します。 

 

○ 里親支援センターは、こどもの権利擁護や意見聴取に関する職員向けの研修等を実施し、職員が

こどもの権利を擁護する観点から、こどもや里親等の状況を把握できているか確認し評価します。 
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i. こどもの権利擁護と最善の利益の優先 

36．こどもの意⾒表明⽀援 

評価基準 

 

こどもの権利を擁護するために、こどもの意⾒形成や意⾒・意向表明に対して⽀援が行われてい 

るか 

 

(評価の着眼点・ポイント) 

 

 里親支援センターは、日々の支援の中において、こどもが⽇常⽣活の中でこどもが意⾒形成

や意⾒・意向表明しやすい環境を整備するとともに、こどもや里親等に対して支援している  

 

 こどもが意⾒表明等⽀援事業を利⽤しやすい環境を整備するとともに、事業の趣旨等をこど

もに分かりやすく説明した上で⽀援を⾏っている 

 

 こどもが意見表明等支援事業を利用したケースがある場合には、利用するまでのプロセスが

適切になされていたか 

 

 

（目的・趣旨） 

○ 本評価基準は、里親支援センターがこどもの意見形成や意見・意向表明の重要性及び意見表明等

支援事業の仕組みを理解し、こどもの権利を擁護するために、こどもに分かりやすく情報提供し

た上で、こどもの意⾒形成や意⾒・意向表明に対して⽀援を行っているか確認し評価します。 

 

（評価の留意点） 

○ 日々の支援の中において、こどもへの意見形成支援や意見（意向・気持ち）聴取について、どの

ような聴き取りを行っているのか、また、支援内容の記録、こどもや里親等への説明資料等を確

認し評価します。 

 

○ 意見表明等支援事業の実施に当たり里親支援センターとして、こどもにも分かりやすく説明する

等、適切に行っているかについて、こども向けの説明資料の確認や職員への聴き取りによって確

認し評価します。 

 

○ 里親等への日々の助言内容を支援の記録等で確認するとともに、里親等に対する研修内容等を確

認し、こどもの意見形成や意見・意向表明に対して適切に支援を実施しているか確認し評価しま

す。 

 

○ こどもが意見表明等支援事業を利用したケースがある場合には、利用するまでのプロセスが適切

になされていたか確認し評価します。 
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i. こどもの権利擁護と最善の利益の優先 

37．こどもの⽣い⽴ちの振り返りと記録の管理 

評価基準 

 

こどもの年齢や発達又は意向に応じて、こども⾃⾝の⽣い⽴ちを振り返る取組を⾏うとともに、 

記録の管理は適切に行っているか 

 

(評価の着眼点・ポイント) 

 

 こども自身が生い立ちを振り返ることができるよう、こども⼀⼈ひとりの記録の管理が厳格

に実施されている 

 

 こどもの年齢や発達又は意向に応じて、こども自身の生い立ちや、⽣い⽴ちを振り返るため

の計画を⽴てている  

 

 生い立ちを振り返る際には、里親支援センターはその伝え⽅や内容について、里親や他の⽀

援機関等と協議した上で共有している  

 

 

（目的・趣旨） 

○ 本評価基準は、里親家庭での養育過程において、こどもが自身の生い立ちについて十分に知らさ

れておらず、思春期になってこれらの事実に触れることによって、こどもが動揺し不安定になる

こともあることから、こどもの年齢や発達又は意向に応じて、こども自身が生い立ちを振り返る

ことができるよう計画を立てた上で取組を⾏っているかを確認するとともに、こどもの記録の管

理が厳格に行っているか確認し評価します。 

 

（評価の留意点） 

○ 訪問調査等において、こどもの記録の管理方法を直接確認し評価します。 

 

○ こどもがどの程度、自身の生い立ちについて知っているか、生い立ちを振り返る意向があるか等

について現状を把握するための取組みが実施されているか確認し評価します。 

 

○ 自身の生い立ちを振り返るための計画を立てているか確認するとともに、その伝え方や内容につ

いて里親や他の支援機関等と協議した記録や書類等を通じて確認し評価します。 
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i. こどもへの権利擁護と最善の利益の優先 

38．こどもの権利侵害の防⽌ 

評価基準 

 

こどもへの権利侵害の予防や、早期発見のための取組に加え、こどもへの不適切な養育に対する 

予防や対策が適切に⾏われているか 

 

(評価の着眼点・ポイント) 

 

 里親等への研修において、こどものニーズ把握とその対応等の研修を実施し、不適切な養育

になる前に助言等のスーパーバイズを行っている 

 

 家庭訪問や電話等による支援を通じて、養育について相談しやすい体制を構築している 

 

 こどもが権利侵害にあった場合の届出の仕組みをこどもに分かりやすく説明している  

 

 

（目的・趣旨） 

○ 本評価基準は、こどもへの権利侵害の予防や早期発見のための取組を具体的に行うことが求めら

れることから、こどもへの不適切な養育に対する予防や対策が適切に⾏われているか確認し評価

します。 

 

（評価の留意点） 

○ こどもに対する不適切な養育について、こどもへの権利侵害の予防や早期発見のための取組を確

認する際には、具体的な方法が明文化されている書類等があるか確認し評価します。 

 

○ こどもへの不適切な養育に対する予防や対策を適切に行うため、里親等への研修において、こど

ものニーズ把握とその対応等について学ぶ機会を設け、委託時に想定されるこどもの特徴や行動

パターンについて、より有効なスーパーバイズを行うとともに、委託時のこどもの情報等を通じ

て、里親家庭訪問や電話等により養育状況を具体的に把握し、里親等が相談しやすい体制を構築

しているか確認し評価します。 

 

○ こどもが権利侵害にあった場合の届出の仕組みについて、こどもに分かりやすく説明するための

資料等を確認するとともに、具体的な周知方法やこどもの理解についても確認し評価します。 
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ii. こどもの基本的な生活 

39．こどものウェルビーイング 

評価基準 

 

こどもは、⽇常の中で健やかな成⻑・発達が図られるような⽣活を送れるよう、里親支援センタ

ーとして里親等に対して支援を行っているか 

 

(評価の着眼点・ポイント) 

 

 こどもが⼼⾝ともに健康的な⽣活ができ、健やかな成長・発達が図られ、里親等が日常的に

適切な養育を行うよう必要に応じて助言支援を行っている。 

 

 こどもが基本的な⽣活習慣を⾝につけられるよう、里親等と協働して⽀援を行っている 

 

 最低限必要な家庭の決まり事は、こどもに意⾒を聞いた上で、合意のもと決定するよう、里親  

等に対して助言等を行っている 

 

 こどもの年齢や発達又は意向に応じて、必要な学習環境の整備や文化芸術活動等の必要な体

験が得られるよう、こどもの求めに応じて里親等が対応できるよう助言等により支援を行っ

ている 

 

 

（目的・趣旨） 

○ 本評価基準は、⽇常の中で健やかな成⻑・発達が図られるような⽣活を送っているかや、こども

が心身ともに健康的な生活ができるよう、里親等からの求めに応じて、相談できる体制の整備や

助言等による支援を行っているか確認し評価します。 

 

（評価の留意点） 

○ こどもの基本的な生活については、こどもの基本的な生活習慣を把握できるよう、里親等が生活

記録を作成しているか、定期的に確認を行っているかを確認し評価します。 

 

○ 最低限必要な家庭の決まり事は、こどもが参画し決定されるような実践が里親家庭で行われてい

るか、記録や聴き取りを通じて確認し評価します。 

 

○ こどもの年齢や発達又は意向に応じた学習環境が整えられているか、里親家庭への訪問時等に確

認するとともに、こどもの求めに応じて文化芸術活動等の必要な体験が得られるよう、里親等に

対して支援を実施しているかについて、記録や聴き取りを通じて確認し評価します。 
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ii. こどもの基本的な生活 

40．性に関する教育 

評価基準 

 

こどもが性による被害者又は加害者にならないよう、里親等がこどもの年齢や発達に応じて性に 

ついての正しい知識を教育することや、こどもの疑問や不安に対応できるよう支援を行っている 

か 

 

(評価の着眼点・ポイント) 

 

 ⾥親等が性に関することをタブー視せず、こどもの疑問や不安に応えられるように、研修や

助言等により⽀援している  

 

 こどもの年齢・発達の状況に応じて、里親等がこどもの性に関する正しい知識を教育するた

めの研修や助言等を行っている 

 

 

（目的・趣旨） 

○ 本評価基準は、こどもが性による被害者・加害者にならないよう、こどもや里親等が正しく性の

知識を得られる機会が整えられていることが重要であるため、里親等がこどもに対して、性につ

いての正しい知識を教え、こどもの疑問や不安に応えるよう、研修や助言等により支援している

か相談体制も含めて確認し評価します。 

 

（評価の留意点） 

○ 里親等に対して性に関するテーマの研修の実施や、ジェンダーに関する考え方や価値観を理解す

るような働きかけをどのように行っているか、聴き取りを通じて確認し評価します。 

 

○ 里親等からの性に関する質問や相談を受ける体制が整えられているか、職員の役割や体制が記載

された書類や記録などを通じて確認し評価します。 

 

○ 里親等が、こどもが性に関する不安を抱えているかどうかを把握しているか確認するとともに、

こどもの性に関する正しい知識を教育するための研修や助言等を行っているか、記録や聴き取り

を通じて確認し評価します。 
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ii. こどもの基本的な生活 

41．非常時・災害時の安全確保等 

評価基準 

 

⾮常時・災害時に備えて、こどもや里親等の安全が確保されているか 

 

(評価の着眼点・ポイント) 

 

 ⾮常時・災害時における連絡⽅法、安全確保や避難場所等について、予めこどもと里親等の

間で取り決めが行われているか確認し、必要に応じて助言等を行っているか 

 

 里親支援センターにおいて、軽便消火器等の消火用具、非常口その他非常災害に必要な設備

を設けるとともに、非常災害に対する具体的計画を立て、これに対する不断の注意と訓練に

努めているか 

 

 

（目的・趣旨） 

○ 本評価基準は、⾮常時・災害時に備えて、⾮常時や災害時における連絡⽅法、安全確保や避難場

所等について、予めこどもと里親等の間で取り決めが行われているか確認し、必要に応じて助言

等を行うとともに、児童福祉施設として、里親支援センターにおいて、軽便消火器等の消火用具、

非常口その他非常災害に必要な設備を設けるとともに、非常災害に対する具体的計画を立て、こ

れに対する不断の注意と訓練に努め、こどもや里親等の安全が確保されているか確認し評価しま

す。 

 

（評価の留意点） 

○ 非常時・災害時の連絡方法、安全確保や避難場所等について、各里親家庭での取り決めが行われ

ているか確認するとともに、必要に応じて助言等の支援を行っているか、記録や聴き取りを通じ

て確認し評価します。 

 

○ 里親支援センターにおいて、軽便消火器等の消火用具、非常口その他非常災害に必要な設備を設

け、非常災害に対する具体的計画についても確認するとともに、これに対する不断の注意と訓練

に努めているか確認し評価します。 
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ii. こどもの基本的な生活 

42．こどもへの関わりと関係性 

評価基準 

 

里親家庭や⾥親⽀援センターによるこどもへの関わりと、それぞれの関係性が適切に保たれ、相 

談先等について周知を行う等の相談体制が構築されているか 

 

(評価の着眼点・ポイント) 

 

 実子を含む里親家庭のすべてのこどもにとって、里親家庭におけるこどもへの関わりと、そ

れぞれの関係性が適切である 

 

 ⾥親⽀援センターの職員による実子を含む里親家庭のすべてのこどもへの関わりとそれぞれ

の関係性は適切である  

 

 こども⾃⾝が悩みを抱えた時の相談先をわかるようにしている  

 

 実⼦を含む里親家庭のすべてのこどもが⾥親⽀援センターに相談できる機会を作っている 

 

 

（目的・趣旨） 

○ 本評価基準は、里親支援センターは、実子を含む里親家庭のすべてのこどもが悩みを抱えた際に、

相談先がわかるよう周知することや相談体制を整えることが求められるため、こどもと⾥親家庭

の関わりと関係性や、⾥親⽀援センターによるこどもへの関わりと関係性が適切か確認し評価し

ます。 

 

（評価の留意点） 

○ 里親等とは別に、実子を含む里親家庭のすべてのこどもへの聴き取りなどを定期的に行っている

か、記録などを通じて確認し評価します。 

 

○ こどもや実子に対し、相談先がわかりやすく記載された文書などを配布・説明する機会を設けて

いるか、こどもへのヒアリングやアンケート結果を踏まえ確認し評価します。 
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ii. こどもの基本的な生活 

43．里親家庭で育つこども同士の関係構築支援  

評価基準 

 

⾥親家庭で育つこども同士の関係が築けるよう、適切に支援を行っているか 

 

(評価の着眼点・ポイント) 

 

 里親支援センターは、こども同⼠が遊び等を通じて相互交流できる機会を里親等が設けてい

るか定期的に確認し、必要に応じて支援を行っている  

 

 

（目的・趣旨） 

○ 本評価基準は、委託されているこども同士が交流する機会等を設けることは、こどもの声を聞く

ことで権利の擁護につながるとともに、こどもへの適切な援助を行うため役立つことや、委託さ

れたこども同士のいじめや実子との衝突等、こどもの間の暴力がある場合など、里親等だけでの

対応が困難な場合を想定し、里親等に対し、研修等により適切に支援を行っているか確認し評価

します。 

 

（評価の留意点） 

○ こどもの年齢や発達又は意向に応じて、こども同士が相互交流できる機会等を里親等が定期的に

設けているか確認し、その内容などを自立支援計画や事業計画等に反映しているか確認し評価し

ます。 

 

○ 実子の意見を聴くための取組について、自立支援計画等や記録などを通じて確認し評価します。 

 

○ こども同士が相互交流できる機会等については、こどもからの評価や希望を受けられるような工

夫がなされているか書面などを通じて確認し評価します。 
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Ⅳ．利用者調査 

１．こども・里親等向けアンケート調査 
 

（１）里親等への依頼文（例） 

 
○年○月○日 

○〇○〇  
 

里親支援センター第三者評価に関する 
アンケート調査ご協力のお願い 

 
 

拝啓、時下ますますご健勝のこととお慶び申し上げます。 
当機関は、里親支援センターの第三者評価を実施しており、この度、○〇からの依頼に

より、第三者評価を実施することとなりました。 
里親支援センターの第三者評価は、こどもの最善の利益の実現のためにセンター運営の

質の向上を図ることを趣旨として実施されるものです。  
また、里親支援センターは、里親やファミリーホーム養育者や里親等委託されたこども

が相談しやすい環境を整えるために、一貫した体制で継続的に里親等支援を行うために業

務の質の評価を行い、定期的に外部の評価を受け、それらの結果を公表して常にその改善

を図らなければならないと定められ、第三者評価の受審及び自己評価並びにそれらの結果

の公表を義務づけられています。  
 
これらにより、○○の支援を受けている里親等及び里親等委託されたこどもを対象に、

利用者の意向を把握することを目的として、その結果を今後のより良質かつ適切な支援に

繋げられるよう、アンケート調査を実施したく、ご協力をお願い申し上げる次第です。  
皆様からのご協力が、今後のセンター運営の質の向上や支援方法の改善のための有用な

資料となります。ご多用のところ誠に恐縮ではございますが、本調査の趣旨をご理解いた

だき、ご協力を賜りますようお願い申し上げます。  
１．同封されているもの 

 ①アンケート調査ご協力のお願い 

 ②里親向けアンケート調査用紙 

 ③こども向けアンケート調査用紙 

 ④こども向けアンケート用封筒（１） 

 ⑤返信用封筒（１） 
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２．回答方法 

 同封のアンケート調査用紙またはオンライン（ウェブ）にてご回答ください。 

 

３．回収方法 

 郵送によりご回答いただくに当たっては、同封された返送用封筒に入れて投函してくだ

さい。 

 注）こども向けアンケート用紙は、同封されたこども向けアンケート用封筒にこども自

身が入れ、テープで封をし、皆様が内容を見たり封を開たりせずに返信用封筒にい

れて投函してください。 

  

 
 

 

 

 

 

 

 

 

本調査に関するお問い合わせは、下記までお願い致します。 

 

 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

                 

        

 

  

（ 第三者評価機関名 ） 

担当 ： 

住所 ： 

TEL ：  

E-Mail：          
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（２）里親等向けアンケート調査（例） 
 

里親支援機関に関するアンケート調査（里親用） 
 

◆調査の回答方法 
本アンケート調査は、オンライン（ウェブ）でも回答が可能です。 
オンラインまたは、次ページ以降の調査用紙のいずれかに回答してください。 
  

▶オンラインで回答される方 
スマートフォンで下記 QR コードを読み取って回答してください。 
 

 
https://questant.jp/q/foster 

 
▶アンケート用紙で回答される方 

次ページ以降に回答をご記入いただき、同封の返信用封筒（切手不要）で返送し
てください。 

 

◆回答締切 
○年○月○日（○）までに回答（又は投函）をお願いします。 

こども向けアンケートについて（里親家庭で生活するみなさんへのアンケート調査） 

小学校２年生以上の里子の皆様にもアンケートへのご回答をお願いしたいと考えており
ます。該当するお子さまを養育中の場合は、こども向けアンケートへのご回答をお願いしま
す（こちらもオンラインでの回答も可能ですが、オンラインはふりがなの記載がありませ
ん）。アンケート回答にあたり、里親支援センターの担当者についてうかがいますので、〇
〇の担当者をお子さまが認識していない場合は、担当者名を予め伝えて下さい。 
回答済みのこども調査票は、お子さまご自身が封筒に入れ、テープを貼った上で預かり、

開封したり内容を見たりせずに本調査票とあわせて同封の返信用封筒（切手不要）に入れ
て返送してください。 
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問１．里親に関心を持ったきっかけは何でしたか？（〇はいくつでも） 

問２. 里親制度に関する問合せから登録までの対応をどのように思われましたか？（○は各１つ
だけ） 

 

と
て
も
そ
う
思
う 

そ
う
思
う 

そ
う
思
わ
な
い 

ま
っ
た
く
そ
う
思
わ
な
い 

わ
か
ら
な
い  

A 里親制度について気軽に問合せできる １ ２ ３ ４ ５   

B 問合せへの対応が迅速である １ ２ ３ ４ ５  

C 経済的なサポートや支援体制など不安や負担感が 
軽減できるような説明をしている １ ２ ３ ４ ５   

D こどものニーズや行動特性、里親の役割などを丁寧に 
説明している 

１ ２ ３ ４ ５  

E 里親登録にいたるまで、検討段階に応じた情報提供がある １ ２ ３ ４ ５   

1. テレビ・ラジオの放映  2. 車内広告  3. 雑誌等        4. 市政だより及び回覧板 
5. チラシ・リーフレット    6. ポスター  7. ポスティング    8. ホームページ 
9. インターネット広告     10. SNS   11. 口コミ      12. 知り合いが里親又は里子 
13. セミナー・イベント  14. 病院     15. 宗教団体       16. 児童福祉施設 
17. 行政窓口       18. 書籍   19. 不妊治療    20.その他（          ） 

里親支援センターに関する調査（里親等用） 

◇調査のご協力のお願い◇ 
この調査票は、里親登録をされている方々に、里親支援センターに関しての現状やお考

えについてお伺いするものです（回答１世帯 1 枚まで）。ご回答の際は、当てはまる選択肢

の番号を〇（マル）で囲んでいただき、具体的な内容、数字をご記入ください。202●年（和

暦●年）●月●日現在の状況についてご記入お願いします。 
ご記入いただいた回答結果は、里親支援センターまたは児童相談所職員が直接確認する

ことはありません。また、回答結果を公表する際は、統計的に処理した上で、回答者が特

定されないようにします。 
 ご記入が終わりましたら、記入漏れや間違いがないかをご確認頂き●年●月●日（●）

までに同封の返信用封筒に入れて、郵便ポストに投函してください。 

里親制度に関する問い合わせと研修についてお聞きします。 
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問３. 里親登録前の研修について、どのように思われましたか？（○は各１つだけ） 

※参加したことがない場合や研修がなかった場合は「わからない」を選択してください。  

 

と
て
も
そ
う
思
う 

そ
う
思
う 

そ
う
思
わ
な
い 

ま
っ
た
く
そ
う
思
わ
な
い 

わ
か
ら
な
い  

A 研修では、演習が行われ、気づき及び疑問等について 
里親間で話し合い、理解を深めている 

１ ２ ３ ４ ５ 

B 研修受講後は、研修で習得した内容や反省点について 
面接等で言語化している 

１ ２ ３ ４ ５ 

C  登録まで研修のステップごとに、ニーズや意向を 
確認されている １ ２ ３ ４ ５ 

D 登録前研修は、必要な知識や技術を得るために十分な 
内容である １ ２ ３ ４ ５ 

 
 
問４. 里親登録後の研修について、どのように思われましたか？（○は各１つだけ） 

※参加したことがない場合や研修がなかった場合は「わからない」を選択してください。  

 

と
て
も
そ
う
思
う 

そ
う
思
う 

そ
う
思
わ
な
い 

ま
っ
た
く
そ
う
思
わ
な
い 

わ
か
ら
な
い 

 

Ａ 研修は、里親のスキルアップにつながる １ ２ ３ ４ ５ 

Ｂ 研修は、里親養育に必要な知識が深まる １ ２ ３ ４ ５ 

C  実親との協働の重要性を認識できる １ ２ ３ ４ ５ 

D  里親委託後の研修は、実践的な内容である １ ２ ３ ４ ５ 

E  里親の相互交流は、里親同士のピアサポートにつながる １ ２ ３ ４ ５ 
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問５. 里親登録前の訪問調査では、同居家族の意向についても確認されましたか？（○は１つだ
け） 

1. 確認された     2. 確認されなかった     3. わからない・覚えていない 
 
問６. （里親登録後）未委託の期間中、未委託の理由について説明がありましたか？（○は１つ
だけ） 

1. あった       2. なかった         3. 未委託の期間がなかった 
 
問７ . 問６で「１ . あった」と回答された方にお聞きします。説明は納得できる内容でしたか？
（○は１つだけ） 

1. 納得できた     2. 納得できなかった     3. どちらとも言えない 
 
問８. こどもの里親委託または委託一時保護を受けたことはありますか？（○は１つだけ） 

1. いずれもない   2. 里親委託のみある 3. 委託一時保護のみある  4. 両方ある 

マッチングと委託前交流について教えてください。 

問９.こどもとのマッチングと委託前交流についてどう思われましたか？（○は各１つだけ） 
※ご経験がない場合は「わからない」を選択してください。  

 

と
て
も
そ
う
思
う 

そ
う
思
う 

そ
う
思
わ
な
い 

ま
っ
た
く
そ
う
思
わ
な
い 

わ
か
ら
な
い 

 

Ａ こどもに関する情報や養育上の留意点について説明があった １ ２ ３ ４ ５ 

Ｂ こどもと里親の関係づくりは段階的に行われていた １ ２ ３ ４ ５ 

Ｃ こどもを迎える準備のためのサポートがあった １ ２ ３ ４ ５ 

D こどもは気持ちを大切にされ、安心して里親家庭で 
生活できるよう支援されていた １ ２ ３ ４ ５ 

E 里親家庭とこどもの熟慮のための期間が確保されていた １ ２ ３ ４ ５ 
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里親支援センターの支援について教えてください。 

問１０ . 里親支援センターについて、どのように思っていますか。（○は各１つだけ） 

 

と
て
も
そ
う
思
う 

そ
う
思
う 

そ
う
思
わ
な
い 

ま
っ
た
く
そ
う
思
わ
な
い 

支
援
を
受
け
た
こ
と
が
な
い 

 

Ａ 委託後に定期的に家庭訪問や電話などのフォローが十分ある １ ２ ３ ４ ５   

Ｂ こどもの養育について困ったときに相談しやすい １ ２ ３ ４ ５   

 Ｃ こどもの養育について困ったときに参考になるアドバイスが得られる １ ２ ３ ４ ５   

Ｄ ラブルや相談というほどではないが、ちょっとした悩みを話せる １ ２ ３ ４ ５   

Ｅ 担当者と連絡がつきやすい １ ２ ３ ４ ５   

Ｆ 緊急の際には、いつでも連絡できる １ ２ ３ ４ ５   

Ｇ 一緒にチームになって養育してくれる １ ２ ３ ４ ５   

Ｈ 学校や関係先など、地域にも里親理解を広めようとしている １ ２ ３ ４ ５   

Ｉ 委託されたこどもや実子が、担当者に相談できる関係にある １ ２ ３ ４ ５   

Ｊ 実子への配慮がある １ ２ ３ ４ ５   

Ｋ 委託解除後の喪失感などについて、支援や配慮がある １ ２ ３ ４ ５   
 
問１１ . 里親支援センターについて、ご意見やお考えがあれば教えてください。 
 
 
 
 

 
問１２ . 養育上の課題や難しさ感じた場合には、早い段階で相談し、助言に耳を傾けていますか？
（○は１つだけ） 

1. とてもそう思う       2. そう思う  
3. そう思わない                4. まったくそう思わない    5. 経験がない  

 
問１３ . こどもへの不適切なかかわり方ついて具体的に説明を受けましたか？（○は１つだけ） 

1. 受けた       2. 受けていない     3. わからない・覚えていない 
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里親養育について教えてください。 

現在、里親委託を受けてお子さんを養育中の方にお伺いします。現在は養育中でない場合は、 
問１５へお進みください。 
問１４ . 直近 1 年間のお子さんの日常的な養育状況について教えてください。（○は各１つだけ） 

 

と
て
も
そ
う
思
う 

そ
う
思
う 

そ
う
思
わ
な
い 

ま
っ
た
く
そ
う
思
わ
な
い 

わ
か
ら
な
い  

Ａ こどもの年齢や発達又は意向に応じて、こども自身の生い立
ちを振り返る取組をしている 

１ ２ ３ ４ ５   

Ｂ 日常の中で健やかな成長・発達が図れるような生活を送れる
ようにしている 

１ ２ ３ ４ ５   

Ｃ こどもの年齢や発達に応じて性についての正しい知識を教育
している 

１ ２ ３ ４ ５   

Ｄ 里親家庭で育つこども同士の関係が築けるように支援してい
る 

１ ２ ３ ４ ５   

回答者ご自身について教えてください。 

問１５ . あなたの性別を教えてください。（○は１つだけ） 
1. 男    2. 女    3. その他（          ） 4. 答えたくない 

 
問１６ . あなたが現在委託されているお子さんの人数と年齢を教えてください（数字を記入） 
【  】人 →１人目（  ）歳、２人目（  ）歳、３人目（  ）歳、４人目（  ）歳 

 
問１７ . 里親登録をした時期を教えてください。（○は１つだけ、数字を記入） 

1. 昭和  2. 平成  3. 令和  4. 西暦   → （         ）年 

質問は以上です。ご協力ありがとうございました。 
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（３）こども向けアンケート調査（例） 

里親家庭
さとおやかてい

で 生活
せいかつ

するみなさんへ アンケートご 協力
きょうりょく

のお 願
ねが
い 

このアンケートは、里親家庭
さと お や か て い

で 生活
せいかつ

するみなさんを 支援
し え ん

する 団体
だんたい

（「〇○〇

○」と 言
い
いますが、ここから「○○」と 書

か
きます。）がよりよくなるように、みな

さんからのご 意見
い け ん

をお 聞
き
きするものです。 

 

みなさんが 答
こ た
えてくれた 内容

ないよう
は、○○がよりよい 活動

かつどう
をするにはどうしたら

いいか、どんな 課題
か だ い

があるかを 考
かんが

えるために 使
つ か
わせてもらいます。 

アンケートは、あなたの 名前
な ま え

を 書
か
く 必要

ひ つ よ う
はありません。また、アンケートを

里親
さ と お や

さんや○○のひとがそのまま 見
み
ることはありません。アンケートの 結果

け っ か
は、

だれが 書
か
いたか 分

わ
からないようにして 使

つ か
います。 

あなたがこれまでに 経験
け い け ん

したことやあなたの 素直
す な お

な 気持
き も

ちを 聞
き
かせてくださ

い。 

＜アンケートの 答え方
こ た  か た

＞ 
・アンケートの 質問

し つ も ん
は、全部

ぜ ん ぶ
で 17問

も ん
あります。 

・あなた 自身
じ し ん

のことや、あなたの 考
かんが

え・気持
き も ち

ちに 一番近
いちばんちか

いものに、○をつけてく
ださい。 
・答

こ た
えたくない 質問

し つ も ん
やわからないことは 答

こ た
えなくて 良

よ
いです。名前

な ま え
も 書

か
く 必要

ひ つ よ う

はありませんが、書
か
きたい場合は 書

か
いてください。 

※自分
じ ぶ ん

で 答
こ た
えることが 難

む ず
しい場合は、里親

さ と お や
さんや○○のひとに 手伝

て つ だ
ってもらって

答
こ た
えることもできます（周

ま わ
りの 大人

お と な
に 声

こ え
をかけてください）。 

アンケートを 書
か
き 終

お
えたら、一緒

い っ し ょ
に 渡

わ た
した 封筒

ふ う と う
に 入

い
れて、テープを 貼

は
っ

て 里親
さ と お や

さんに 渡
わ た
してください。 

インターネットで 答
こ た
えたい場合は、下

し た
の QR コードをスマートホンから 読

よ
み 取

と

るか、URL を 入力
にゅうりょく

して 回答
かいとう

してください。ご 協力
きょうりょく

よろしくお 願
ね が
いいたします。 

 
 

 
 

                【URL】https://      アンケート 担当者名
たんとうしゃめい
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里親支援
さ と お や し え ん

センター（○○）のひとについて 教
おし
えてください。 

※里親支援
さと お や し え ん

センターのひとが 分
わ
からない 場合

ば あ い
は、里親

さとおや
さんに 聞

き
いてから 答

こた
えてくだ

さい。 

問１. あなたは、里親支援
さと お や し え ん

センターのひとは 話
は な
しやすい 大人

お と な
だと 思

お も
いますか？  

１. とてもそう 思
お も
う ２. そう 思

お も
う  ３. そう 思

お も
わない  4. まったくそう 思

お も

わない 

あなたの 意見
い け ん

や 考
かんが

えがあれば、自由
じ ゆ う

に 書
か
いてください： 

 
 

問２. あなたは、里親支援
さと お や し え ん

センターのひとと 最近
さいきん

１年間
ねんかん

に 話
はなし

をしましたか？  

１. 話
は な
していない    ２. 話

は な
した     3. わからない 

あなたの 意見
い け ん

や 考
かんが

えがあれば、自由
じ ゆ う

に 書
か
いてください： 

 
 
 

里親支援
さ と お や し え ん

センターまたは 児童相談所
じどうそうだんじょ

について 教
おし
えてください。 

問３. あなたは、あなたの 今
い ま
の 状況

じょうきょう
について 説明

せつめい
を 受

う
けましたか？ 

１. 説明
せつめい

を 受
う
けた     ２. 説明

せつめい
を 受

う
けていない      ３. わからな

い  

あなたの 意見
い け ん

や 考
かんが

えがあれば、自由
じ ゆ う

に 書
か
いてください： 

 
 

問４. あなたは、あなたのこれからのことについて 説明
せつめい

を 受
う
けましたか？ 

１. 説明
せつめい

を 受
う
けた     ２. 説明

せつめい
を 受

う
けていない      ３. わからな
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い  

あなたの 意見
い け ん

や 考
かんが

えがあれば、自由
じ ゆ う

に 書
か
いてください： 

 
 

 

問５. あなたは、あなたの 実親
じつおや

のことについて 話
は な
し 合

あ
うことはできていますか？  

１. できている        ２. できていない        ３. わからない  

あなたの 意見
い け ん

や 考
かんが

えがあれば、自由
じ ゆ う

に 書
か
いてください： 

 
 

あなたの 今
いま
の 生活

せいかつ
や 経験

けいけん
について 教

おし
えてください。 

問６. あなたは、里親家庭
さと お や か て い

は 安心
あんしん

して 生活
せいかつ

ができると 思
お も
いますか？  

１. とてもそう 思
お も
う ２. そう 思

お も
う  ３. そう 思

お も
わない  4. まったくそう 思

お も

わない 

あなたの 意見
い け ん

や 考
かんが

えがあれば、自由
じ ゆ う

に 書
か
いてください： 

 
 

問７. 里親
さとおや

さんは、あなたの 意見
い け ん

や 気持
き も

ちをよく 聴
き
いてくれると 思

お も
いますか？  

１. とてもそう 思
お も
う ２. そう 思

お も
う  ３. そう 思

お も
わない  4. まったくそう 思

お も

わない 

あなたの 意見
い け ん

や 考
かんが

えがあれば、自由
じ ゆ う

に 書
か
いてください： 

 
 

問８. あなたは、里親家庭
さと お や か て い

での 生活
せいかつ

について 満足
まんぞく

していますか？  

１ . 満足
まんぞく

  ２ . どちらかといえば 満足
まんぞく

  ３ . どちらかといえば 不満
ふ ま ん

   ４ . 

不満
ふ ま ん

 

あなたの 意見
い け ん

や 考
かんが

えがある 場合
ば あ い

は、自由
じ ゆ う

に 書
か
いてください： 
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問９. あなたの 健康状態
けんこうじょうたい

はどうですか？  

１. よい   ２. まあよい  ３. ふつう   ４. あまりよくない ５. よくない 

あなたの 意見
い け ん

や 考
かんが

えがある 場合
ば あ い

は、自由
じ ゆ う

に 書
か
いてください： 

 
 

 

問 1０. あなたは、「こどもの 権利
け ん り

」について、聞
き
いたことはありますか？  

１. 聞
き
いたことがある    ２. 聞

き
いたことはない      ３. わからない  

あなたの 意見
い け ん

や 考
かんが

えがある 場合
ば あ い

は、自由
じ ゆ う

に 書
か
いてください： 

 
 

問 11. 問 10 で「１. 聞
き
いたことがある」と 答

こ た
えた人にお 聞

き
きします。「こどもの

権利
け ん り

」は、どんなものかわかりますか？ 

１. よくわかる   ２. わかる  ３. わからない   ４. まったくわからない 

問 12. 今
い ま
の 里親家庭

さと お や か て い
の 人

ひ と
や 身近

み ぢ か
な 大人

お と な
は、あなたを 叩

た た
いたり 蹴

け
ったり、乱暴

らんぼう

な 言葉
こ と ば

を 使
つ か
ったりしないで 接

せ っ
してくれますか？  

１. はい          ２.いいえ         ３. わからない  

あなたの 意見
い け ん

や 考
かんが

えがある 場合
ば あ い

は、自由
じ ゆ う

に 書
か
いてください： 

 
 

問 13. あなたが 今
い ま
の 里親家庭

さと お や か て い
で「こまったな」「いやだな」と 思

お も
ったときに、だ

れに 相談
そうだん

すればいいか 知
し
っていますか？  

１. 知
し
っている       ２. 知

し
らない       ３. わからない  
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あなたの 意見
い け ん

や 考
かんが

えがある 場合
ば あ い

は、自由
じ ゆ う

に 書
か
いてください： 

問 14. あなたには、信頼
しんらい

できる 人
ひ と
や 自分

じ ぶ ん
の 気持

き も
ちを 話

は な
しやすい 大人

お と な
がいます

か？  

１. いる ２. いない ３. わからない

あなたの 意見
い け ん

や 考
かんが

えがある 場合
ば あ い

は、自由
じ ゆ う

に 書
か
いてください： 

問 15. 里親支援
さと お や し え ん

センターや 今
い ま
の 生活

せいかつ
について、意見

い け ん
や 希望

き ぼ う
があれば 書

か
いてくだ

さい。  

あなた 自身
じ し ん

について 教
お し
えてください。 

問 16. あなたの 性別
せいべつ

を 教
お し
えてください。 

１. 男
おとこ

    ２．女
おんな

３. その 他
ほ か
（ ）  ４. 答

こ た
えたくない 

問 17. あなたの 学年
がくねん

を 教
お し
えてください。 

１. 小学
しょうがく

１〜６年生
ねんせい

２．中学
ちゅうがく

１〜３年生
ねんせい

３. 高校
こうこう

１〜３年生
ねんせい

４. その 他
ほ か

ご 協力
きょうりょく

ありがとうございました。 
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２．こども・里親向けインタビュー調査 

（１）里親等への依頼文（例） 
 

○年○月○日 
○〇○〇  

 
 

里親支援センター第三者評価に関する 
インタビュー調査ご協力のお願い 

 
 

拝啓、時下ますますご健勝のこととお慶び申し上げます。 
当機関は、里親支援センターの第三者評価を実施しております。 
この度、○○の支援を受けている里親の方及びおこさま（里親委託されているこども）

を対象にインタビュー調査を行いたく、ご協力をお願い申し上げる次第です。  
皆様からのご協力が、今後のセンター運営の質の向上や支援方法の改善のための有用な

資料となります。ご多用のところ誠に恐縮ではございますが、本調査の趣旨をご理解いた

だき、ご協力を賜りますようお願い申し上げます  
 

本調査に関するお問い合わせは、下記までお願い致します。 

 

 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

                 

        

  

（ 第三者評価機関名 ） 

担当 ： 

住所 ： 

TEL ：  

E-Mail：          
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別紙１ 

インタビュー調査概要 

 
1. 調査対象 
・○○からお子さまの委託を受けている里親 
・○○の支援を受けて里親家庭で育つお子さま 
 
2. インタビュー内容（予定） 
＜里親の方＞ 

① 問合せから里親登録、マッチング、委託までのプロセスやご経験 
② ○○や児童相談所とのかかわり、これまでに受けた説明やサポート 
③ 助かっていること、改善を望まれること 
④ 養育で心掛けていること、お考え 等 

 
＜お子さま＞ 

① 日常の生活、休日の過ごし方 
② ○○や児童相談所とのかかわりやこれまでに受けた説明やサポート 
③ こどもの権利や自立支援計画についての理解 
④ 今の生活で満足していること、お困り事 等 

 
3. 実施方法 
（例）○○室にて、評価調査者数名と対面で実施等 
 
4. 調査実施日 

※日程の調整方法等記載して送付 
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（２）こどもへのインタビュー説明資料（例） 

 

ご協力よろしくお願いいたします。 
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3．こども向けレポートフォーマット（例） 

 

 

90



Ⅴ．自己評価入力シート及び第三者評価結果報告書                                                       

 

１．自己評価入力シート 

評価基準 判定 備考 

Ⅰ 里親支援センターの運営・体制     

1 リーダーシップ及び関わり     

⾥親⽀援センターの⻑は、リーダーシップを発揮し、責任を持って業務に関わっ
ているか 

    

□ ⾥親⽀援センターの⻑の責任を明確にしている     

□ 里親支援センターの長は、遵守すべき法令等を正しく理解するための取組を
⾏っている 

    

□ 里親支援センターの長は、リーダーシップを発揮して、責任を持って業務に
関わっている 

    

2 人材の確保・育成     

⼈材の確保と育成に関する計画を⽴て、実⾏しているか     

□ 必要な⼈材の採⽤と育成が⾏われている     

□ ⾥親⽀援センターの業務の質の向上、効率化のための取組を実施している     

□ 職員に必要な専⾨性を確保するための取組を⾏っている     

3 職場環境     

職員が働きやすい環境づくりに取組んでいるか     

□ 職員の就業状況や意向・意見を把握している     

□ 働きやすい環境にするための取組を⾏っている     

□ 年次休暇の取得状況や労働時間が適正である     
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４ 情報管理     

個人情報の取扱いが適切に⾏われているか     

□ 個⼈情報の保護・管理が適切に実施されている     

□ 個⼈情報管理の責任者が明確である     

□ 個人情報保護に関する研修が里親支援センター内で実施されている     

５ 法令遵守     

里親支援センター及びその職員は法令等を理解し、遵守しているか     

□ 里親支援センター及びその職員は遵守すべき法令等を理解している     

□ 里親支援センター及びその職員は法令等を遵守している     

□ 里親支援センター及びその職員又は職員であった者に対し、守秘義務を 
課している 

    

◆Ⅰについて自己評価をしてみての気づきや課題等についてのコメント     

      

Ⅱ 里親支援センターにおける児童相談所との連携     

６ 児童相談所と連携した支援の連続性     

一貫した体制の下に里親支援センターの業務が包括的に実施されており、児童相
談所と連携してこどもや里親等への支援について連続性をもって提供されている
か 

    

□ ⼀貫した体制の下に里親支援センターの業務が包括的に実施されている     

□ こどもや⾥親等への⽀援に当たっては、児童相談所と連携の上、連続性をも 
って提供されている 
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７ 児童相談所との協働関係     

⾥親⽀援センターは、児童相談所と適切な協働関係を構築しているか     

□ 里親支援センターは、児童相談所と協働するために、それぞれの役割を明確
化している 

    

□ 里親支援センターの職員は、児童相談所との協働への意欲を持ち、それぞれ
の役割を理解した上で業務に取組んでいる  

    

□ 里親支援センターの職員は、児童相談所の職員との信頼関係の構築に努め、 
互いに成長し、貢献し合えるという認識の下、協働関係を保てている  

    

８ 協働のプロセス     

⾥親⽀援センターは、児童相談所と協働関係を構築するために必要な取組を⾏っ
ているか 

    

□ 児童相談所と継続的にコミュニケーションをとり、意思疎通を図っている      

□ 里親支援センターと児童相談所の業務の⽬的を明確にし、それぞれの役割 
（具体的な成果⽬標を含む）について合意している  

    

□ こどもや里親等への支援ニーズを分析し、児童相談所等の関係機関と協議し
て計画を⽴てている  

    

□ 里親支援センターは、児童相談所との協働関係を構築・発展させるための 
プロセスを確⽴し、継続的に⾒直している   

    

□ 協働関係を構築するに当たって、児童相談所との情報共有に関するルールを 
定め、正確な情報を共有している 

    

９ 協働の資源     

⾥親⽀援センターは、児童相談所と協働するための資源（体制、職員数等）を 
適切に確保しているか 

    

□ ⾥親⽀援センターが児童相談所と協働関係を構築する上で必要となる体制や 
職員配置となっている 

    

□ 児童相談所との協働関係を構築するために必要な資源の確保や必要な計画が 
策定できている 

    

10 児童相談所による措置決定への関わり     

⾥親⽀援センターは、児童相談所がより適切な措置決定をするために、協働者と
して適切な情報提供や提案などができているか 

    

□ 児童相談所の措置決定や援助方針の決定等に際して、里親支援センターとし 
て適切な情報提供や⽅針に対する提案をできる関係性となっている  
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□ ⾥親⽀援センターは、児童相談所が包括的にアセスメント等を行うことが 
できるよう必要な情報提供をしている 

    

□ 里親支援センターは、適切な情報提供を行うことや提案をするために共通の 
アセスメントシートを活⽤するなど、適切に⾏っている  

    

Ⅲ 里親支援センターの業務の効果的な実施     

ⅰ ⾥親制度等普及促進・里親等のリクルート及びアセスメント     

11 ⾥親制度等普及促進     

里親制度等の普及促進について、これまでの取組を検証し、里親制度等の普及促
進の向上に努めているか 

    

□ 広く一般の方が里親等に関する情報に触れる機会を数多くつくり里親制度等
に関心を持つきっかけを作っている 

    

□ 里親制度等の普及啓発に当たり、効果的な取組例を参考にする等、積極的に 
取組を行っている 

    

12 ⾥親等リクルートのための現状分析と戦略⽴案     

⾥親等リクルートの課題などについて分析を⾏い、戦略的・効果的なアプローチ
を実⾏しているか 

    

□ 里親希望者等の傾向や里親等を希望する理由等の現状分析を行い、有用な取
組を検討している 

    

□ これまでの⾥親希望者等の傾向や⾥親等を希望する理由等、得られた情報を 
もとに、⾥親等をリクルートするための現状分析を⾏っている 

    

□ ターゲットの特徴に合わせた戦略的・効果的なアプローチを実⾏している     

13 ⾥親等リクルートのための効果的な情報発信     

問い合わせ件数や研修参加者数、登録件数などの目標を立て、効果的な情報発信
と見直しを行っているか 

    

□ 問い合わせ件数や研修参加者数、登録件数などの具体的な⽬標を⽴て、取組
の効果を測定している 

    

□ 効果的な情報発信の⼿法について検討を⾏い、実践している     

14 問い合わせへの対応とガイダンス     

問い合わせに迅速に対応し、⾥親制度等の意義やサポート体制などを丁寧にガイ
ダンスしているか 
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□ 気軽に問い合わせできるような⼯夫をしている      

□ 関⼼を持っていただいた方からの問い合わせに迅速に対応している      

□ ⾥親等への経済的なサポートや⽀援体制など、不安や負担感を軽減できるよ
うな説明をしている  

    

□ こどものニーズや⾏動特性等について、⾥親等の役割などを丁寧にガイダン
スしている 

    

□ 実⼦がいる家庭に対しては、実⼦との関係についてなど、家庭に合わせた不
安を解消する⼯夫をしている 

    

15 ⾥親希望者等のアセスメント     

⾥親希望者等に対して⾯接・研修や訪問調査を⾏い、適性を丁寧にアセスメント
しているか 

    

□ ⾥親等を希望する理由を丁寧に確認し、⾥親等になる動機を正確に把握して
いる 

    

□ 実習先での⾥親希望者等の評価（強みや弱み）を確認し、アセスメントに活
かしている 

    

□ アセスメントに当たり、家庭訪問調査を必ず⾏い居住環境や近隣の環境の把
握と、同居家族の意向等を確認している 

    

□ アセスメントのための⾯接や家庭訪問は、可能な限り複数の職員で⾏い、ア
セスメント結果について児童相談所に共有している 

    

□ ⾥親等としての適性は、こどもの委託をイメージした上で確認し、児童相談
所と理解を共有している 

    

□ ⾥親等としての適性が不⼗分な場合には、里親希望者等に結果をフィードバ
ックし、今後の対応を伝えている  

    

ⅱ ⾥親等に対する研修     

16 登録前、登録後及び委託後における⾥親等に対する研修     

里親支援センターは、法定研修である登録前研修・基礎研修・更新研修のみなら
ず、必要に応じてこどもや里親等のニーズに沿った研修を実施することにより、
里親等のスキルアップを目指すとともに、アセスメントの機会として活用してい
るか 

    

□ 法定研修の全てにおいて、演習を組み⼊れ、気づき及び疑問等について⾥親
間で話し合い、理解を深めるようにしている 

    

□ 研修では、⾥親等の役割をこどもの視点で捉え、実親との協働がこどもの 
健やかな成⻑に寄与することを伝えている 
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□ 研修内容は、必要なスキルや知識を得るために⼗分な内容であり、適時改善
を図っている 

    

□ 登録前研修後は、習得した内容や反省点について⾯接等で⾔語化し、⾥親制
度への理解を確認している 

    

□ ⾥親登録後の研修では、⾥親等のスキルアップを目指すとともに、アセスメ
ントの機会としても活用し、⾥親等の強みや課題を捉えている 

    

□ こどもや里親等のニーズに沿った実践的な研修を実施している     

ⅲ 未委託里親への取組     

17 未委託里親への取組     

未委託⾥親への取組の実施や家庭状況の確認をしているか     

□ 未委託⾥親の家庭状況や受託の意向を定期的にアセスメントし、マッチング
に活かしている 

    

□ 未委託⾥親に対するトレーニングや研修等を実施し、養育⼒の向上を図って
いる 

    

□ 未委託里親の養育に対するモチベーションの維持や理解を深めている     

ⅳ こどもと里親等のマッチング     

18 委託前交流     

こどもと⾥親等の関係づくりを段階的に⾏い、こどもが安⼼して⽣活できるように
しているか 

    

□ ⾥親等に対し、こどもに関する情報や養育上の留意点を⼗分に説明している      

□ ⾥親と同居家族の受け⽌めと意向を丁寧に確認し、不安がある場合の整理や

地域資源の調整をしている  
    

□ こどもと⾥親等の関係づくりは、段階的に⾏われている        

□ 交流中のこどもと⾥親家庭の様⼦、関係性の変化等を把握している      

□ こどもの気持ちを⼤切にし、安⼼して⾥親家庭で⽣活できるよう必要に 

応じた⽀援を⾏っている  
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19 マッチングの検討     

こどもと里親等に対するアセスメントを踏まえ、こどもにとって最も望ましい里

親等を選定し、マッチングを検討しているか 
    

□ ⾥親⽀援センターは、リクルートから研修までに把握した⾥親等に関する情

報を児童相談所に⼗分に提供している 
    

□ マッチングは里親等委託の成否を左右する極めて重要な要素であることか

ら、こども、実親、⾥親等に対して⼗分な情報提供を⾏うとともに、こど

も・⾥親等の熟慮期間を確保しながら関係機関等に対して情報を共有してい

る。   

    

□ 委託のための調整期間は、できるだけ⻑期にならないように努め、長い場合

でも２、３ヶ月程度を目安としている 
    

□ こどもと⾥親等の状況を踏まえたチーム養育体制の⽀援計画等を踏まえてマ

ッチングしている 
    

ⅴ こどもの基本的な生活     

20 自立支援計画     

こどもの養育計画（「自立支援計画」という。以下同じ。）等は、こどもや 

実親、里親等の意向が十分に尊重されたものとなっており、必要に応じて適切に

⾒直しが⾏われ、こどもや里親等がその内容を理解しているか 

    

□ こども、実親、里親等の意向が十分に尊重された自立支援計画となってお

り、計画については、こどもや実親、里親等が理解している 
  

□ ⾃⽴⽀援計画は、可能な限りこどもと実親の参加の下、里親支援センター等 

及び担当児童福祉司、里親等とともに作成・共有している 
    

□ 自立支援計画の進捗を把握し、達成状況などから定期的（３～４か月に１回 

程度）に⾒直しをしている 
    

21 委託中及び委託解除後のこどもの自立支援 

将来の⽬標に向けて、委託中及び委託解除後のこどもに対して⾃⽴に向けた⽀援

を⾏っているか 
    

□ 委託解除前からこどもの将来を⾒据えた自立支援計画となっており、自立に

向けた適切な相談⽀援が⾏われている  
    

□ 委託解除後のこどもの継続的な状況把握を実施している      
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□ 委託解除後の⽀援では、委託されていた⾥親や社会的養護⾃⽴⽀援拠点事業

所等の適切な関係機関につないでいる 
    

◆Ⅲについて自己評価をしてみての気づきや課題等についてのコメント     

      

Ⅳ チーム養育の充実     

ⅰ 里親等と里親支援センターの関係性及びチーム養育     

22 里親等と里親支援センターの関係性     

⾥親等と里親⽀援センターは⼗分なコミュニケーションを図り、信頼関係が築か
れているか 

    

□ ⾥親等と里親⽀援センターは⼗分なコミュニケーションが図られている     

□ ⾥親等と里親⽀援センターは双⽅向の信頼関係を構築している     

□ ⾥親⽀援センターは、里親等が⽇常的に相談しやすい環境を整備している     

□ ⾥親等が養育上の課題や難しさを感じた場合には、早い段階で里親⽀援セン
ターに相談するように働きかけている 

    

23 チーム養育と⽀援ネットワーク     

里親等と里親⽀援センター、児童相談所は、チーム養育の意識を持ち、こどもに 
重層的な⽀援を⾏っているか 

    

□ ⾥親等と里親⽀援センターは、チーム養育を協働して⾏うという意識を持っ
ている  

    

□ 養育チームは、ミーティングなどを通じて密に連携し、信頼関係を構築して
いる  

    

□ ⾥親等と里親⽀援センターは、養育で必要となる社会資源の利⽤について話
し合って決めている 

    

□ ⾥親⽀援センターは、こどものニーズに応じて、里親養育を理解し⽀援する
「応援チーム」を構築するよう努めている 
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（応援チーム構成の機関例：市区町村（こども家庭センター）、保健センター、乳児院や児童養護施設（⾥

親⽀援専⾨相談員）等、教育委員会、学校、保育所・幼稚園・認定こども園等、医療機関、児童家庭⽀援セ

ンター、⾥親会、⺠⽣委員、児童委員  等） 

    

ⅱ 里親養育における支援の質     

24 里親養育のサポート     

⾥親⽀援センターは⾥親養育のサポートを適切に⾏っているか     

□ 家庭訪問や電話等を通じて、こどもの養育状況や里親家庭の状況を把握して
いる 

    

□ ⾥親等の疑問や悩み、意⾒や苦情、養育困難などの訴え、また里親等の求め
に応じてこどもとも面接等を通して必要なガイダンスとサポートをしている 

    

□ 定期的な家庭訪問の⽬的や内容・頻度等を明確にし、委託直後や養育が不安
定になった場合などには頻度⾼く訪問している 

    

□ 被虐待経験や障害等、こどものニーズが⾼く専⾨的な対応が求められる⽀援
へのサポートを⾏っている  

    

□ こどもの暴⼒・不適応⾏動などの⾏動上の課題に対して、適切に対応できる 
ようにサポートしている  

    

□ 実親との⾯会交流時や措置解除前後は、こども及び里親等への⼼理的サポー
トを⾏っている 

    

25 里親養育に関するスーパービジョン     

より質の⾼い養育を実現するためのスーパービジョンが⾏われているか     

□ ⾥親養育の様々な場⾯において、里親家庭の適切な対応を⽀持、承認し、 
⽇々の養育の営みを尊重している 

    

□ 自立支援計画を、可能な限りこどもと実親の参加の下、里親支援センター及
び担当児童福祉司、里親等とともに作成・共有し、進捗状況を把握している 

    

□ 実親との面会交流や親子関係再構築支援について、可能な限りこどもと実親
の参加の下、里親等及び担当児童福祉司と協議、調整の上、計画を作成して
いる 

    

□ 被措置児童等虐待の発⽣予防の視点を含めた、養育状況の確認とスキル向上
に向けた助言や指導をしている 

    

□ 里親等のニーズに添った事例検討や演習等を含む研修を実施している     
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26 ⾥親養育の状況に応じた⽀援のコーディネート     

こどもや里親等が様々な社会資源を活⽤できるようコーディネートし、その効果
やニーズの充⾜を確認しているか 

    

□ こどもや里親等が地域で孤⽴しないように、里親養育を⽀援する体制を地域
に構築している 

    

□ レスパイト・ケアの利⽤を勧奨・調整している     

□ こどもや里親等と関係機関との間で摩擦や葛藤等が⽣じた場合には、関係調
整等の必要な⽀援を⾏っている 

    

27 ⾥親同士の関係構築支援     

⾥親同⼠が横のつながりを構築できるようにサポートされているか     

□ ⾥親同士が話し合いや情報交換できる機会等を定期的に設けている      

□ ⾥親同⼠が相互交流に参加しやすいように⼯夫している       

□ その他⾥親同⼠の関係構築が促進される取組を⾏っている     

  （独⾃の取組みの具体的な内容：                  ）     

28 こどもと実親との面会交流     

こどもと実親との⾯会交流については、こどもと里親等に対して丁寧に説明し、 
可能な限りこどもの意⾒を尊重しているか 

    

□ こどもと実親との⾯会交流の具体的な⽅法や養育状況の報告、親⼦関係再構
築⽀援に向けた計画については、可能な限りこどもと実親の参加の下、里親
等及び担当児童福祉司と協議、調整の上、作成している 

    

□ 家庭復帰のための短期集中的な交流の場合は、こどもと里親等への説明を丁
寧に⾏い、それぞれの疑問や不安にその都度対応している 

    

□ 定期的な⾯会交流の場合は、交流前後のこどもと里親等の状況を把握し、 
それぞれの心理的な安定が図られるよう適切な対応を⾏っている 

    

□ ⾯会交流に制限が必要な場合やリスクが⾼いと判断した場合は、必要に応じ
て調整を⾏っている 
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29 里親家庭での養育が不安定になった場合の対応     

⾥親家庭での養育が不安定になった場合は必要な対応をしているか     

□ 里親家庭での養育が不安定になった場合は、早急に状況を把握している     

□ 問題の要因に応じて、児童相談所と情報を共有している     

□ 迅速に対応方針を検討の上、適切に対応している     

30 被措置児童等虐待の防止と早期発見     

里親家庭でのこどもに対する被措置児童等虐待の防⽌と早期発⾒に取組んでいる
か 

    

□ ⾥親家庭に対して、被措置児童等虐待を具体的に例⽰し、被措置児童等虐待

の防⽌に取組んでいる 
    

□ こどもが⾃分⾃⾝を守るための知識・⽅法を学習する機会を設け、こども⾃

らが訴えることができるようにしている 
    

□ 被措置児童等虐待が疑われる事案が⽣じた場合に、迅速かつ適切な対応がで

きる体制が整備されている 
    

□ 被措置児童等虐待の届出・通告があった場合には、届出者・通告者が不利益

を受けることのない仕組みが整備・徹底されている 
    

31 ⾥親等委託が不調となった場合の対応     

里親等委託が不調となった場合は、こどもと里親等の双方から聴取を行い、それ
を踏まえた援助方針を検討する。それでも委託解除や措置変更となる場合には、
委託解除や措置変更はこどもや里親等に与える影響を踏まえ適切な対応を行って
いるか 

    

□ ⾥親⽀援センターは、里親等委託が不調となった場合にこどもや里親等から 

聴取を行い、⼗分なアセスメントをしている   
    

□ ⾥親等委託が不調となった場合は、次の養育の場への移⾏を丁寧に⽀援し、 

こどもや里親等の⼼理的ダメージに留意し、具体的なケアをしている  
    

□ ⾥親家庭と時機をみて、時間をかけて振り返り、整理することによって、養

育チーム全体として受け⽌められるようにしている 
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□ 委託解除や措置変更となる場合には、委託解除や措置変更がこどもや里親等

に与える影響について不調となった要因も踏まえながら検証し適切な対応を

行っているか 

    

32 委託解除前後における⾥親等の感情の問題や委託解除後の喪失感への配慮      

委託解除前後における里親等の感情の問題や、委託解除後の喪失感へのサポートを
⾏うとともに、委託解除後のこどもと里親等がどのような関わりをもつのが良いの
かアセスメントし、サポートしているか 

    

□ 委託解除前後の里親⾃⾝の感情の問題や受けられるサポートについて、 

研修の場等で予め触れている 
    

□ 委託解除後の里親等の喪失感について、こどもとの別離に対する様々な感情

が言語化されることに対し、里親支援センター等の職員に対して言語化され

ることに対し、その感情が当然であることとしてサポートしている 

    

□ 委託解除後のこどもと里親等の関係について、実親が里親等に信頼感を十分 

持っている前提で、こどもの今後の⽣活にとって、こどもと里親等がどのよ

うな関わりをもつのが良いのかアセスメントし、サポートしている 

    

33 児童相談所の苦情受付の窓⼝     

里親⽀援センターは児童相談所の苦情受付の窓⼝を周知し、苦情解決の仕組みが
機能するか確認しているか 

    

□ 児童相談所の苦情受付の窓⼝をこどもや里親等に定期的に周知している      

□ 苦情解決の仕組みが機能するか確認している     

□ こどもや里親等が利用しやすい受付方法になっているか確認し必要に応じて

児童相談所に改善を求めている 
    

◆Ⅳについて自己評価をしてみての気づきや課題等についてのコメント     
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Ⅴ 里親養育のもとで育つこどもの経験     

ⅰ こどもの権利擁護と最善の利益の優先     

34 こどもの権利についての理解促進     

こどもの権利について、こどもに分かりやすく説明した上で⽀援が行われているか     

□ 児童相談所から配布されたこどもの権利ノートをもとに、こどもの権利に 
ついて分かりやすく説明している  

    

□ ⾥親等がこどもの権利を理解し、⽇常⽣活の中でこどもの権利をサポート 
できるように支援している  

    

□ 里親支援センターは、⾥親等とともにこどもの年齢や発達に応じた自立支援 
計画を踏まえ、こどもの理解を促進するため、説明⽅法を⼯夫している 

    

35 こどもへの説明と意見聴取     

支援の過程において、こどもが理解できるような説明と意⾒聴取が適切に⾏われて
いるか 

    

□ 援助⽅針や支援の⾒通しについて、こどもに分かりやすく説明している      

□ 定期的にこどもの意見（意向・気持ち）を把握し、それらが⽀援内容等に反
映されている 

    

□ こどもに対して⾯接等を実施する場合には、その⽬的を明らかにし、こども
が話しやすい環境で意⾒を聴いている  

    

□ こどもの権利擁護と最善の利益を優先する視点に立ち、こどもや里親等の状
況を詳細に把握している 

    

□ 支援の過程において、こどもの権利擁護やこどもの意見を聴くことに関する 
高度の専門性やバランス感覚を養うための職員向けの研修等を実施している 

    

36 こどもの意⾒表明⽀援     

こどもの権利を擁護するために、こどもの意⾒形成や意⾒・意向表明に対して⽀
援が行われているか 

    

□ 里親支援センターは、日々の支援の中において、こどもが⽇常⽣活の中で 
こどもが意⾒形成や意⾒・意向表明しやすい環境を整備するとともに、こど
もや里親等に対して支援している 

    

□ こどもが意⾒表明等⽀援事業を利⽤しやすい環境を整備するとともに、事業
の趣旨等をこどもに分かりやすく説明した上で⽀援を⾏っている 
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□ こどもが意見表明等支援事業を利用したケースがある場合には、利用するま
でのプロセスが適切になされていたか 

    

37 こどもの⽣い⽴ちの振り返りと記録の管理     

こどもの年齢や発達又は意向に応じて、こども⾃⾝の⽣い⽴ちを振り返る取組を
⾏うとともに、記録の管理は適切に行っているか 

    

□ こども自身が生い立ちを振り返ることができるよう、こども⼀⼈ひとりの記
録の管理が厳格に実施されている 

    

□ こどもの年齢や発達又は意向に応じて、こども自身の生い立ちや、⽣い⽴ち
を振り返るための計画を⽴てている  

    

□ 生い立ちを振り返る際には、里親支援センターはその伝え⽅や内容につい
て、里親や他の⽀援機関等と協議した上で共有している   

    

38 こどもの権利侵害の防⽌     

こどもへの権利侵害の予防や、早期発見のための取組に加え、こどもへの不適切な
養育に対する予防や対策が適切に行われているか 

    

□ 里親等への研修において、こどものニーズ把握とその対応等の研修を実施
し、不適切な養育になる前に助言等のスーパーバイズを行っている 

    

□ 家庭訪問や電話等による支援を通じて、養育について相談しやすい体制を構
築している 

    

□ こどもが権利侵害にあった場合の届出の仕組みをこどもに分かりやすく説明 
している  

    

ⅱ こどもの基本的な生活     

39 こどものウェルビーイング     

こどもは、⽇常の中で健やかな成⻑・発達が図られるような⽣活を送れるよう、
里親支援センターとして里親等に対して支援を行っているか 

  

  

□ こどもが⼼⾝ともに健康的な⽣活ができ、健やかな成長・発達が図られ、里
親等が日常的に適切な養育を行うよう必要に応じて助言支援を行っている。 

  

□ こどもが基本的な⽣活習慣を⾝につけられるよう、里親等と協働して⽀援を 
行っている 

  

□ 最低限必要な家庭の決まり事は、こどもに意⾒を聞いた上で、合意のもと決
定するよう、里親等に対して助言等を行っている 

  

□ こどもの年齢や発達又は意向に応じて、必要な学習環境の整備や文化芸術活
動等の必要な体験が得られるよう、こどもの求めに応じて里親等が対応でき
るよう助言等により支援を行っている 
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40 性に関する教育     

こどもが性による被害者又は加害者にならないよう、里親等がこどもの年齢や発達
に応じて性についての正しい知識を教育することや、こどもの疑問や不安に対応で
きるよう支援を行っているか 

    

□ ⾥親等が性に関することをタブー視せず、こどもの疑問や不安に応えられる 
ように、研修や助言等により⽀援している  

    

□ こどもの年齢・発達の状況に応じて、里親等がこどもの性に関する正しい知
識を教育するための研修や助言等を行っている 

    

41 非常時・災害時の安全確保     

⾮常時・災害時に備えて、こどもや里親等の安全が確保されているか     

□ ⾮常時・災害時における連絡⽅法、安全確保や避難場所等について、予めこ
どもと里親等の間で取り決めが行われているか確認し、必要に応じて助言等
を行っているか 

    

□ 里親支援センターにおいて、軽便消火器等の消火用具、非常口その他非常災
害に必要な設備を設けるとともに、非常災害に対する具体的計画を立て、こ
れに対する不断の注意と訓練に努めているか 

    

42 こどもへの関わりと関係性     

里親家庭や⾥親⽀援センターによるこどもへの関わりと、それぞれの関係性が適切
に保たれ、相談先等について周知を行う等の相談体制が構築されているか 

    

□ 実子を含む里親家庭のすべてのこどもにとって、里親家庭におけるこどもへ

の関わりと、それぞれの関係性が適切である 
    

□ ⾥親⽀援センターの職員による実子を含む里親家庭のすべてのこどもへの関

わりとそれぞれの関係性は適切である  
    

□ こども⾃⾝が悩みを抱えた時の相談先をわかるようにしている       

□ 実⼦を含む里親家庭のすべてのこどもが⾥親⽀援センターに相談できる 

機会を作っている 
    

43 里親家庭で育つこども同士の関係構築支援      

⾥親家庭で育つこども同士の関係が築けるよう、適切に支援を行っているか     

□ 里親支援センターは、こども同⼠が遊び等を通じて相互交流できる機会等を 

里親等が設けているか定期的に確認し、必要に応じて支援を行っている  
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Ⅴについて自己評価をしてみての気づきや課題等についてのコメント     
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①機関名

②第三者評価実施機関名

③第三者評価の受審状況

④総評
〈特に評価が高い点〉

〈改善が求められる点〉

〈その他〉

評価実施期間 契約日（開始日）
評価実施期間 評価結果報告日

２．第三者評価結果報告書
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評価結果 

評価の判定 評価の根拠 

Ⅰ 里親支援センターの運営・体制 

1 リーダーシップ及び関わり 

⾥親⽀援センターの⻑は、リーダーシップ

を発揮し、責任を持って業務にかかわって

いるか 

    

  

□ ⾥親⽀援センターの⻑の責任を明確

にしている 

□ 里親支援センターの長は、遵守すべ

き法令等を正しく理解するための取

組を⾏っている 

□ 里親支援センターの長は、リーダー

シップを発揮して、責任を持って業

務に関わっている 

2 人材の確保・育成 

⼈材の確保と育成に関する計画を⽴て、実

⾏しているか 

    

  

□ 必要な⼈材の採⽤と育成が⾏われて

いる 

□ ⾥親⽀援センターの業務の質の 

向上、効率化のための取組を実施 

している 

□ 職員に必要な専⾨性を確保するため

の取組を⾏っている 

3 職場環境 

職員が働きやすい環境づくりに取組んでい

るか 

    

  

□ 職員の就業状況や意向・意見を把握

している 

□ 働きやすい環境にするための取組を

⾏っている 

□ 年次休暇の取得状況や労働時間が 

適正である 

４ 情報管理 

個人情報の取扱いが適切に⾏われているか     
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□ 個⼈情報の保護・管理が適切に実施

されている 

□ 個⼈情報管理の責任者が明確である 

□ 個人情報保護に関する研修が里親 

支援センター内で実施されている 

５ 法令遵守 

里親支援センター及びその職員は法令等を

理解し、遵守しているか 

    

  

□ 里親支援センター及びその職員は 

遵守すべき法令等を理解している 

□ 里親支援センター及びその職員は 

法令等を遵守している 

□ 里親支援センター及びその職員又は

職員であった者に対し、守秘義務を

課している 

Ⅱ 里親支援センターにおける児童相談所との連携 

６ 児童相談所と連携した支援の連続性 

一貫した体制の下に里親支援センターの業

務が包括的に実施されており、児童相談所

と連携してこどもや里親等への支援につい

て連続性をもって提供されているか 

    

  

□ ⼀貫した体制の下に里親支援センタ

ーの業務が包括的に実施されている 

□ こどもや⾥親等への⽀援に当たって

は、児童相談所と連携の上、連続性

をもって提供されている 

７ 児童相談所との協働関係 

⾥親⽀援センターは、児童相談所と適切な

協働関係を構築しているか 

    

  

□ 里親支援センターは、児童相談所と

協働するために、それぞれの役割を

明確化している 

□ 里親支援センターの職員は、児童相

談所との協働への意欲を持ち、それ

ぞれの役割を理解した上で業務に取

組んでいる  
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□ 里親支援センターの職員は、児童相

談所の職員との信頼関係の構築に努

め、互いに成長し、貢献し合えると

いう認識の下、協働関係を保ててい

る  

８ 協働のプロセス 

⾥親⽀援センターは、児童相談所と協働関

係を構築するために必要な取組を⾏ってい

るか 

    

  

□ 児童相談所と継続的にコミュニケー

ションをとり、意思疎通を図ってい

る  

□ 里親支援センターと児童相談所の業

務の⽬的を明確にし、それぞれの役

割（具体的な成果⽬標を含む）につ

いて合意している  

□ こどもや里親等への支援ニーズを 

分析し、児童相談所等の関係機関と 

協議して計画を⽴てている  

□ 里親支援センターは、児童相談所と 

の協働関係を構築・発展させるため 

のプロセスを確⽴し、継続的に⾒直 

している   

□ 協働関係を構築するに当たって、 

児童相談所との情報共有に関する 

ルールを定め、正確な情報を共有して 

いる 

９ 協働の資源 

⾥親⽀援センターは、児童相談所と協働す

るための資源（体制、職員数等）を適切に

確保しているか 

    

  

□ ⾥親⽀援センターが児童相談所と 

協働関係を構築する上で必要となる 

体制や職員配置となっている 

□ 児童相談所との協働関係を構築する 

ために必要な資源の確保や必要な 

計画が策定できている 

 

110



10 児童相談所による措置決定への関わり 

⾥親⽀援センターは、児童相談所がより適

切な措置決定をするために、協働者として

適切な情報提供や提案などができているか 

    

  

□ 児童相談所の措置決定や援助方針の 

決定等に際して、里親支援センター 

として適切な情報提供や⽅針に対す 

る提案をできる関係性となっている  

□ ⾥親⽀援センターは、児童相談所が 

包括的にアセスメント等を行うこと 

ができるよう必要な情報提供をして 

いる  

□ 里親支援センターは、適切な情報 

提供を行うことや提案をするために 

共通のアセスメントシートを活⽤す 

るなど、適切に⾏っている  

Ⅲ 里親支援センターの業務の効果的な実施 

ⅰ ⾥親制度等普及促進・里親等のリクルート及びアセスメント 

11 ⾥親制度等普及促進 

里親制度等の普及促進について、これまで

の取組を検証し、里親制度等の普及促進の

向上に努めているか 

    

  

□ 広く一般の方が里親等に関する情報 

の中で触れる機会を数多くつくり 

里親制度等に関心を持つきっかけを 

作っている 

□ 里親制度等の普及啓発に当たり、 

効果的な取組例を参考にする等、 

積極的に取組を行っている 

12 ⾥親等リクルートのための現状分析と戦略⽴案 

⾥親等リクルートの課題などについて分析

を⾏い、戦略的・効果的なアプローチを実

⾏しているか 
    

  

□ 里親希望者等の傾向や里親等を希望 

する理由等の現状分析を行い、有用 

な取組を検討している 
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□ これまでの⾥親希望者等の傾向や 

⾥親等を希望する理由等、得られた 

情報をもとに、⾥親等をリクルート 

するための現状分析を⾏っている 

□ ターゲットの特徴に合わせた戦略 

的・効果的なアプローチを実⾏して 

いる 

13 ⾥親等リクルートのための効果的な情報発信 

問い合わせ件数や研修参加者数、登録件数

などの⽬標を⽴て、効果的な情報発信と⾒

直しを⾏っているか 

    

  

□ 問い合わせ件数や研修参加者数、 

登録件数などの具体的な⽬標を⽴ 

て、取組の効果を測定している 

□ 効果的な情報発信の⼿法について 

検討を⾏い、実践している 

14 問い合わせへの対応とガイダンス 

問い合わせに迅速に対応し、⾥親制度等の

意義やサポート体制などを丁寧にガイダン

スしているか 

    

  

□ 気軽に問い合わせできるような⼯夫 

をしている  

□ 関⼼を持っていただいた方からの 

問い合わせに迅速に対応している  

□ ⾥親等への経済的なサポートや⽀援 

体制など、不安や負担感を軽減でき 

るような説明をしている  

□ こどものニーズや⾏動特性等につい 

て、⾥親等の役割などを丁寧にガイ 

ダンスしている 

□ 実⼦がいる家庭に対しては、実⼦の 

関係についてなど、家庭に合わせ不 

安を解消する⼯夫をしている 

15 ⾥親希望者等のアセスメント 

⾥親希望者等に対して⾯接・研修や訪問調

査を⾏い、適性を丁寧にアセスメントして

いるか 

    

112



  

□ ⾥親等を希望する理由を丁寧に確認 

し、⾥親等になる動機を正確に把握 

している 

□ 実習先での⾥親希望者等の評価（強 

みや弱み）を確認し、アセスメント 

に活かしている 

□ アセスメントに当たり、家庭訪問調 

査を必ず⾏い居住環境や近隣の環境 

の把握と、同居家族の意向等を確認 

している 

□ アセスメントのための⾯接や家庭 

訪問は、可能な限り複数の職員で 

⾏い、アセスメント結果について 

児童相談所に共有している 

□ ⾥親等としての適性は、こどもの 

委託をイメージした上で確認し、 

児童相談所と理解を共有している 

□ ⾥親等としての適性が不⼗分な場合 

には、里親希望者等に結果をフィー 

ドバックし、今後の対応を伝えてい 

る 

ⅱ ⾥親等に対する研修 

16 登録前、登録後及び委託後における⾥親等に対する研修 

里親支援センターは、法定研修である登録

前研修・基礎研修・更新研修のみならず、

必要に応じてこどもや里親等のニーズに沿

った研修を実施することにより、里親等の

スキルアップを目指すとともに、アセスメ

ントの機会として活用しているか 

    

  

□ 法定研修の全てにおいて、演習を 

組み⼊れ、気づき及び疑問等につい 

て⾥親間で話し合い、理解を深める 

ようにしている 

□ 研修では、⾥親等の役割をこどもの 

視点で捉え、実親との協働がこども 

の健やかな成⻑に寄与することを 

伝えている 
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□ 研修内容は、必要なスキルや知識を 

得るために⼗分な内容であり、適時 

改善を図っている 

□ 登録前研修後は、習得した内容や 

反省点について⾯接等で⾔語化し、 

⾥親制度への理解を確認している 

□ ⾥親登録後の研修では、⾥親等のス 

キルアップを目指すとともに、アセ 

スメントの機会としても活用し、⾥ 

親等の強みや課題を捉えている 

□ こどもや里親等のニーズに沿った 

実践的な研修を実施している 

ⅲ 未委託里親への取組 

17 未委託里親への取組 

未委託⾥親への取組の実施や家庭状況の確

認をしているか 

    

  

□ 未委託⾥親の家庭状況や受託の意向 

を定期的にアセスメントし、マッチ 

ングに活かしている 

□ 未委託⾥親に対するトレーニングや 

研修等を実施し、養育⼒の向上を 

図っている 

□ 未委託里親の養育に対するモチベー 

ションの維持や理解を深めている 

ⅳ こどもと里親等のマッチング 

18 委託前交流 

こどもと⾥親等の関係づくりを段階的に⾏

い、こどもが安⼼して⽣活できるようにし

ているか 

    

  

□ ⾥親等に対し、こどもに関する情報  

  や養育上の留意点を⼗分に説明して 

いる 

□ ⾥親と同居家族の受け⽌めと意向を 

丁寧に確認し、不安がある場合の 

整理や地域資源の調整をしている  

□ こどもと⾥親等の関係づくりは、 

段階的に⾏われている    
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□ 交流中のこどもと⾥親家庭の様⼦、 

関係性の変化等を把握している  

□ こどもの気持ちを⼤切にし、安⼼ 

して⾥親家庭で⽣活できるよう必要 

に応じた⽀援を⾏っている  

19 マッチングの検討 

こどもと里親等に対するアセスメントを踏

まえ、こどもにとって最も望ましい里親等

を選定し、マッチングを検討しているか 

    

  

□ ⾥親⽀援センターは、リクルート 

から研修までに把握した⾥親等に関 

する情報を児童相談所に⼗分に提供 

している 

□ マッチングは里親委託の成否を左右 

する極めて重要な要素であることか 

ら、こども、実親、⾥親等に対して 

⼗分な情報提供を⾏うとともに、こ 

ども・⾥親等の熟慮期間を確保しな 

がら関係機関等に対して情報を共有 

している。   

□ 委託のための調整期間は、できるだ 

け⻑期にならないように努め、長い 

場合でも２、３ヶ月程度を目安とし 

ている 

□ こどもと⾥親等の状況を踏まえた 

チーム養育体制の⽀援計画等を 

踏まえてマッチングしている 

ⅴ こどもの基本的な生活 

20 自立支援計画 

  

こどもの養育計画（「自立支援計画」と

いう。以下同じ。）等は、こどもや実

親、里親等の意向が十分に尊重されたも

のとなっており、必要に応じて適切に⾒

直しが⾏われ、こどもや里親等がその内

容を理解しているか 
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□ こども、実親、里親等の意向が十分

に尊重された自立支援計画となって

おり、計画については、こどもや

実親、里親等が理解している

□ ⾃⽴⽀援計画は、可能な限りこども

と実親の参加の下、里親支援センタ

ー等及び担当児童福祉司、里親等と

ともに作成・共有している

□ 自立支援計画の進捗を把握し、達成

状況などから定期的（３～４か月に

１回程度)に⾒直しをしている

21 委託中及び委託解除後のこどもの自立支援 

将来の⽬標に向けて、委託中及び委託解

除後のこどもに対して⾃⽴に向けた⽀援

を⾏っているか 

□ 委託解除前からこどもの将来を⾒据

えた自立支援計画となっており、

自立に向けた適切な相談⽀援が⾏わ

れている

□ 委託解除後のこどもの継続的な状況

把握を実施している

□ 委託解除後の⽀援では、委託されて

いた⾥親や社会的養護⾃⽴⽀援拠点

事業所等の適切な関係機関につない

でいる

Ⅳ チーム養育の充実 

ⅰ 里親等と里親支援センターの関係性及びチーム養育 

22 里親等と里親支援センターの関係性 

⾥親等と里親⽀援センターは⼗分なコミュ

ニケーションを図り、信頼関係が築かれて

いるか

□ ⾥親等と里親⽀援センターは⼗分な

コミュニケーションが図られている

□ ⾥親等と里親⽀援センターは双⽅向

の信頼関係を構築している
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□ ⾥親⽀援センターは、里親等が⽇常 

的に相談しやすい環境を整備してい 

る 

□ ⾥親等が養育上の課題や難しさを 

感じた場合には、早い段階で里親 

⽀援センターに相談するように働き 

かけている 

23 チーム養育と⽀援ネットワーク 

里親等と里親⽀援センター、児童相談所

は、チーム養育の意識を持ち、こどもに重

層的な⽀援を⾏っているか 

    

  

□ ⾥親等と里親⽀援センターは、 

チーム養育を協働して⾏うという 

意識を持っている  

□ 養育チームは、ミーティングなどを 

通じて密に連携し、信頼関係を構築 

している  

□ ⾥親等と里親⽀援センターは、養育 

で必要となる社会資源の利⽤につい 

て話し合って決めている 

□ ⾥親⽀援センターは、こどものニー 

ズに応じて、里親養育を理解し⽀援 

する「応援チーム」を構築するよう 

努めている 

ⅱ 里親養育における支援の質 

24 里親養育のサポート 

⾥親⽀援センターは⾥親養育のサポートを

適切に⾏っているか 

    

  

□ 家庭訪問や電話等を通じて、こども 

の養育状況や里親家庭の状況を把握 

している 

□ ⾥親等の疑問や悩み、意⾒や苦情、 

養育困難などの訴え、また里親等の 

求めに応じてこどもとも面接等を通 

して必要なガイダンスとサポートを 

している 
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□ 定期的な家庭訪問の⽬的や内容・ 

頻度等を明確にし、委託直後や養育 

が不安定になった場合などには頻度 

⾼く訪問している 

□ 被虐待経験や障害等、こどもの 

ニーズが⾼く専⾨的な対応が求めら 

れる⽀援へのサポートを⾏っている  

□ こどもの暴⼒・不適応⾏動などの 

⾏動上の課題に対して、適切に対応 

できるようにサポートしている  

□ 実親との⾯会交流時や措置解除前後 

は、こども及び里親等への⼼理的 

サポートを⾏っている 

25 里親養育に関するスーパービジョン 

より質の⾼い養育を実現するためのスーパ

ービジョンが⾏われているか 

    

  

□ ⾥親養育の様々な場⾯において、 

里親家庭の適切な対応を⽀持、承認 

し、⽇々の養育の営みを尊重してい 

る 

□ 自立支援計画を、可能な限りこども 

と実親の参加の下、里親支援センタ 

ー及び担当児童福祉司、里親等とと 

もに作成・共有し、進捗状況を把握 

している 

□ 実親との面会交流や親子関係再構築 

支援について、可能な限りこどもと 

実親の参加の下、里親等及び担当児 

童福祉司と協議、調整の上、計画を 

作成している 

□ 被措置児童等虐待の発⽣予防の視点 

を含めた、養育状況の確認とスキル 

向上に向けた助言や指導をしている 

□ 里親等のニーズに添った事例検討や 

演習等を含む研修を実施している 
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26 ⾥親養育の状況に応じた⽀援のコーディネート 

こどもや里親等が様々な社会資源を活⽤で

きるようコーディネートし、その効果やニ

ーズの充⾜を確認しているか 

    

  

□ こどもや里親等が地域で孤⽴しない 

ように、里親養育を⽀援する体制を 

地域に構築している 

□ レスパイト・ケアの利⽤を勧奨・ 

調整している 

□ こどもや里親等と関係機関との間で 

摩擦や葛藤等が⽣じた場合には、関 

係調整等の必要な⽀援を⾏っている 

27 ⾥親同士の関係構築支援 

⾥親同⼠が横のつながりを構築できるよう

にサポートされているか 

    

  

□ ⾥親同士が話し合いや情報交換でき 

る機会等を定期的に設けている  

□ ⾥親同⼠が相互交流に参加しやすい 

ように⼯夫している   

□ その他⾥親同⼠の関係構築が促進さ 

れる取組を⾏っている 

28 こどもと実親との面会交流 

こどもと実親との⾯会交流については、こ

どもと里親等に対して丁寧に説明し、可能

な限りこどもの意⾒を尊重しているか 

    

  

□ こどもと実親との⾯会交流の具体的 

な⽅法や養育状況の報告、親⼦関係 

再構築⽀援に向けた計画について 

は、可能な限りこどもと実親の参加 

の下、里親等及び担当児童福祉司と 

協議、調整の上、作成している 

□ 家庭復帰のための短期集中的な交流 

の場合は、こどもと里親等への説明 

を丁寧に⾏い、それぞれの疑問や 

不安にその都度対応している 
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□ 定期的な⾯会交流の場合は、交流 

前後のこどもと里親等の状況を把握 

し、それぞれの心理的な安定が図ら 

れるよう適切な対応を⾏っている 

□ ⾯会交流に制限が必要な場合やリス 

クが⾼いと判断した場合は、必要に 

応じて調整を⾏っている 

29 里親家庭での養育が不安定になった場合の対応 

⾥親家庭での養育が不安定になった場合は

必要な対応をしているか 

    

  

□ 里親家庭での養育が不安定になった 

場合は、早急に状況を把握している 

□ 問題の要因に応じて、児童相談所と 

情報を共有している 

□ 迅速に対応方針を検討の上、適切に 

対応している 

30 被措置児童等虐待の防止と早期発見 

里親家庭でのこどもに対する被措置児童等

虐待の防⽌と早期発⾒に取組んでいるか 

    

  

□ ⾥親家庭に対して、被措置児童等 

虐待を具体的に例⽰し、被措置児童 

等虐待の防⽌に取組んでいる 

□ こどもが⾃分⾃⾝を守るための 

知識・⽅法を学習する機会を設け、 

こども⾃らが訴えることができる 

ようにしている 

□ 被措置児童等虐待が疑われる事案が 

⽣じた場合に、迅速かつ適切な対応 

ができる体制が整備されている 

□ 被措置児童等虐待の届出・通告が 

あった場合には、届出者・通告者が 

不利益を受けることのない仕組みが 

整備・徹底されている 
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31 ⾥親等委託が不調となった場合の対応 

里親等委託が不調となった場合は、こども

と里親等の双方から聴取を行い、それを踏

まえた援助方針を検討する。それでも委託

解除や措置変更となる場合には、委託解除

や措置変更はこどもや里親等に与える影響

を踏まえ適切な対応を行っているか 

    

  

□ ⾥親⽀援センターは、里親等委託が 

不調となった場合にこどもや里親等 

から聴取を行い、⼗分なアセスメン 

トをしている   

□ ⾥親等委託が不調となった場合は、 

次の養育の場への移⾏を丁寧に⽀援 

し、こどもや里親等の⼼理的ダメー 

ジに留意し、具体的なケアをしてい 

る  

□ ⾥親家庭と時機をみて、時間をかけ 

て振り返り、整理することによっ 

て、養育チーム全体として受け⽌め 

られるようにしている 

□ 委託解除や措置変更となる場合に 

は、委託解除や措置変更がこどもや 

里親等に与える影響について不調と 

なった要因も踏まえながら検証し 

適切な対応を行っているか 

32 委託解除前後における⾥親等の感情の問題や委託解除後の喪失感への配慮 

委託解除前後における里親等の感情の問題

や、委託解除後の喪失感へのサポートを⾏

うとともに、委託解除後のこどもと里親等

がどのような関わりをもつのが良いのかア

セスメントし、サポートしているか 
    

  

□ 委託解除前後の里親⾃⾝の感情の 

問題や受けられるサポートについ 

て、研修の場等で予め触れている 
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□ 委託解除後の里親等の喪失感につい 

て、こどもとの別離に対する様々な 

感情が言語化されることに対し、里 

親支援センター等の職員に対して言 

語化されることに対し、その感情が 

当然であることとしてサポートして 

いる 

□ 委託解除後のこどもと里親等の関係 

について、実親が里親等に信頼感を 

十分持っている前提で、こどもの今 

後の⽣活にとって、こどもと里親等 

がどのような関わりをもつのが良い 

のかアセスメントし、サポートして 

いる 

33 児童相談所の苦情受付の窓⼝ 

里親⽀援センターは児童相談所の苦情受付

の窓⼝を周知し、苦情解決の仕組みが機能

するか確認しているか 

    

  

□ 児童相談所の苦情受付の窓⼝をこど 

もや里親等に定期的に周知している  

□ 苦情解決の仕組みが機能するか確認 

している 

□ こどもや里親等が利用しやすい受付 

方法になっているか確認し必要に応 

じて児童相談所に改善を求めている 

Ⅴ 里親養育のもとで育つこどもの経験 

ⅰ こどもの権利擁護と最善の利益の優先 

34 こどもの権利についての理解促進 

こどもの権利について、こどもに分かりや

すく説明した上で⽀援が行われているか 

    

  

□ 児童相談所から配布されたこどもの 

権利ノートをもとに、こどもの権利 

について分かりやすく説明している  

□ ⾥親等がこどもの権利を理解し、 

⽇常⽣活の中でこどもの権利をサポ 

ートできるように支援している  
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□ 里親支援センターは、⾥親等ととも

にこどもの年齢や発達に応じた自立

支援計画を踏まえ、こどもの理解を

促進するため、説明⽅法を⼯夫して

いる

35 こどもへの説明と意見聴取 

支援の過程において、こどもが理解できる

ような説明と意⾒聴取が適切に⾏われてい

るか 

□ 援助⽅針や支援の⾒通しについて、

こどもに分かりやすく説明している

□ 定期的にこどもの意見（意向・気持

ち）を把握し、それらが⽀援内容等

に反映されている

□ こどもに対して⾯接等を実施する

場合には、その⽬的を明らかにし、

こどもが話しやすい環境で意⾒を

聴いている

□ こどもの権利擁護と最善の利益を

優先する視点に立ち、こどもや里親

等の状況を詳細に把握している

□ 支援の過程において、こどもの権利

擁護やこどもの意見を聴くことに関

する高度の専門性やバランス感覚を

養うための職員向けの研修等を実施

している

36 こどもの意⾒表明⽀援 

こどもの権利を擁護するために、こどもの

意⾒形成や意⾒・意向表明に対して⽀援が

行われているか 

□ 里親支援センターは、日々の支援の

中において、こどもが⽇常⽣活の中

でこどもが意⾒形成や意⾒・意向表

明しやすい環境を整備するととも

に、こどもや里親等に対して支援し

ている
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□ こどもが意⾒表明等⽀援事業を利⽤ 

しやすい環境を整備するとともに、 

事業の趣旨等をこどもに分かりやす 

く説明した上で⽀援を⾏っている 

□ こどもが意見表明等支援事業を利用 

したケースがある場合には、利用す 

るまでのプロセスが適切になされて 

いたか 

37 こどもの⽣い⽴ちの振り返りと記録の管理 

こどもの年齢や発達又は意向に応じて、こ

ども⾃⾝の⽣い⽴ちを振り返る取組を⾏う

とともに、記録の管理は適切に行っている

か 

    

  

□ こども自身が生い立ちを振り返る 

ことができるよう、こども⼀⼈ひと 

りの記録の管理が厳格に実施されて 

いる 

□ こどもの年齢や発達又は意向に応じ 

て、こども自身の生い立ちや、⽣い 

⽴ちを振り返るための計画を⽴てて 

いる  

□ 生い立ちを振り返る際には、里親 

支援センターはその伝え⽅や内容に 

ついて、里親や他の⽀援機関等と 

協議した上で共有している   

38 こどもの権利侵害の防⽌ 

こどもへの権利侵害の予防や、早期発見の

ための取組に加え、こどもへの不適切な養

育に対する予防や対策が適切に行われてい

るか 

    

  

□ 里親等への研修において、こどもの 

ニーズ把握とその対応等の研修を実 

施し、不適切な養育になる前に助言 

等のスーパーバイズを行っている 

□ 家庭訪問や電話等による支援を通じ 

て、養育について相談しやすい体制 

を構築している 
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□ こどもが権利侵害にあった場合の 

届出の仕組みをこどもに分かりやす 

く説明している  

ⅱ こどもの基本的な生活 

39 こどものウェルビーイング 

こどもは、⽇常の中で健やかな成⻑・発達

が図られるような⽣活を送れるよう、里親

支援センターとして里親等に対して支援を

行っているか 

    

  

□ こどもが⼼⾝ともに健康的な⽣活が 

でき、健やかな成長・発達が図ら 

れ、里親等が日常的に適切な養育を 

行うよう必要に応じて助言支援を行 

っている。 

□ こどもが基本的な⽣活習慣を⾝につ 

けられるよう、里親等と協働して 

⽀援を行っている 

□ 最低限必要な家庭の決まり事は、 

こどもに意⾒を聞いた上で、合意のも 

と決定するよう、里親等に対して助言 

等を行っている 

□ こどもの年齢や発達又は意向に応じ 

て、必要な学習環境の整備や文化芸術 

活動等の必要な体験が得られるよう、 

こどもの求めに応じて里親等が対応で 

きるよう助言等により支援を行ってい 

る 

40 性に関する教育 

こどもが性による被害者又は加害者になら

ないよう、里親等がこどもの年齢や発達に

応じて性についての正しい知識を教育する

ことや、こどもの疑問や不安に対応できる

よう支援を行っているか     

  

□ ⾥親等が性に関することをタブー視 

せず、こどもの疑問や不安に応えら 

れるように、研修や助言等により⽀ 

援している  
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□ こどもの年齢・発達の状況に応じ 

て、里親等がこどもの性に関する 

正しい知識を教育するための研修や 

助言等を行っている 

41 非常時・災害時の安全確保 

⾮常時・災害時に備えて、こどもや里親等

の安全が確保されているか 

    

  

□ ⾮常時・災害時における連絡⽅法、 

安全確保や避難場所等について、 

予めこどもと里親等の間で取り決め 

が行われているか確認し、必要に応 

じて助言等を行っているか 

□ 里親支援センターにおいて、軽便消 

火器等の消火用具、非常口その他 

非常災害に必要な設備を設けると 

ともに、非常災害に対する具体的 

計画を立て、これに対する不断の 

注意と訓練に努めているか 

42 こどもへの関わりと関係性 

里親家庭や⾥親⽀援センターによるこども

への関わりと、それぞれの関係性が適切に

保たれ、相談先等について周知を行う等の

相談体制が構築されているか 

    

  

□ 実子を含む里親家庭のすべてのこど 

もにとって、里親家庭におけるこど 

もへの関わりと、それぞれの関係性 

が適切である 

□ ⾥親⽀援センターの職員による実子 

を含む里親家庭のすべてのこどもへ 

の関わりとそれぞれの関係性は適切 

である  

□ こども⾃⾝が悩みを抱えた時の相談 

先をわかるようにしている   

□ 実⼦を含む里親家庭のすべてのこど 

もが⾥親⽀援センターに相談できる 

機会を作っている 
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43 里親家庭で育つこども同士の関係構築支援 

⾥親家庭で育つこども同士の関係が築ける

よう、適切に支援を行っているか 

□ 里親支援センターは、こども同⼠が

遊び等を通じて相互交流できる機会

等を里親等が設けているか定期的に

確認し、必要に応じて支援を行って

いる
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